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国軍）��
（法 律）
O学校教育法 の 一 部を改正する法律 （平成 1 3.7 . 1 1 官報
号 外 第 1 44号）
O社会 教育法 の 一部を改正 す る 法律 （ 同 ）
（規 則）
O人事院規則 9 一 7 （俸給 等 の 支給） の 一 部を改 正 す る
人事院 規 則 （人事院 9 一 7 - 8 )  （平成 1 3.7 .25 官 報
第 3 1 64号）
0人事院規則 9 - 8 （初任給， 昇格， 昇給等 の 基準） の
一部を改正 す る 人事院規則 （同 9 - 8 - 43) （ 同 ）
0人事院規則 9 - 55 （特地勤 務 手 当 等） の 一部を改正 す
る 人事院規則 （ 同 9 -55 - 56) （ 同 ）
（告 示）
O革新的技術 開 発研究推 進 費 補 助 金 交付規則 の 一部を改
正 す る 件 （文部科学 1 22) （平成 1 3.7 .9 官 報 第 3 1 53号）
0教員 の 免許 状 授 与 の 所 要資 格を得 さ せ る た め の 課程 と
し て 認定 し た 件 （文部 科 学 1 23) （平 成 1 3 .7 . 10 官 報 号
外 第 1 43号）
司司』��
富山大学学長選考規則等に関する検討委員会要項の制定
富山大学学長選考規則等に関する検討委員会要項の制定理由
富 山 大学学長候補者選挙管理委員会 に お い て 協 議 さ れ た 問題点等 に つ い て 検 討す る た め の 委員 会 を設 置す る こ と
に 伴 い ， 所要事項を定 め る 。
富 山 大学学長選考規則等 に 関 す る 検討委員会要項を次 の と お り 制定 す る 。
平成13年 7 月 27日
富山大学学長選考規則等に関する検討委員会要項
（設 置）
第 1 条 富 山 大 学 評 議会 の 下 に ， 学長候補者 の 選考 に 当
た り ， 富 山 大 学学長候補者選挙管理委員 会 に お い て 協
議 さ れ た 問 題点等 に つ い て検 討す る た め ， 富 山 大学学
長選考規則等 に 関す る 検討委員会 （以下 「委員 会 J と
い う 。） を置 く 。
（組 織）
第 2 条 委 員 会 は ， 次 の 各 号 に 掲 げ る 者を も っ て 組織す
る 。
( 1 )  前学長候補者選挙管理委員会委員長
富 山 大学長 小 津 浩
(2) 学 部 （前 号 の 委 員 の 所 属 す る 学部を除 く 。 ） か ら
選出さ れ た 教 授 各 1 人
（委員長）
第 3 条 委員会に委員長を置 き ， 前条第1号 の委員を も っ
て 充 て る 。
2 委 員 長 は ， 委 員 会 を招 集 し ， そ の 議長 と な る 。 ただ
し ， 委 員 長 に事故 あ る と き は ， 委 員 長 が あ ら か じ め 指
名した 委 員 がそ の 職務を代行 す る 。
（運 営 ）
第 4 条 委 員 会 は ， 委 員 の 過半数 が出席 し な け れ ば 開 会
でき な い 。
2 委 員 会 で検 討 さ れ た 内 容 は ， 評 議会 に 報 告す る も の
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と す る 。
（意見 の 聴取）
第 5 条 委 員 会 が 必 要 と 認 め た と き は， 委 員 以 外 の 者の
出席を求 め て 意見を聴 く こ と が で き る 。
（庶 務）
第 6 条 委員会 の 庶務 は ， 総務部総務課 に お い て処 理 す
る 。
報 第439号
（雑 則 ）
第 7 条 こ の 要 項 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 の 運営
に 関 し 必 要な 事項 は ， 委 員 会 が 定 め る 。
附 則
1 こ の 要 項 は ， 平 成 1 3年 7 月 27 日 か ら 実施 す る 。
2 委 員 会 は ， 任務を終 了 し た 時点 で 解散す る 。
富山大学組織運営体制の整備に関する検討委員会要項の制定
富山大学組織運営体制の整備に関する検討委員会要項の制定理由
富 山 大 学 の 組織 運 営 体 制 を よ り 充実 さ せ， 円滑な 意志決定を図 る た め の 検討 委 員 会 を設 置す る こ と に 伴 い ， 所 要
事項を定 め る 。
富 山 大 学 の 組織運営体 制 の 整備 に 関 す る 検討委員会要項を次 の と お り 制 定す る 。
平成13年 7 月 27日
富山大学の組織運営体制の整備に関する
検討委員会要項
（設 置）
第 1 条 富 山 大学評議会 の 下 に ， 富 山 大 学 の 組織運営体
制 を よ り 充 実 さ せ， 円滑な 意 志 決 定を 図 る た め ， 富 山
大 学 の 組織運営体制 の 整備 に 関 す る 検討委員会 （以下
「委員会」 と い う 。 ） を置 く 。
（任 務）
第 2 条 委 員 会 は ， 次 の 各号 に 掲 げ る 事項を審議す る も
の と す る 。
(1 )  学長補佐体制 の 在 り 方 に 関 す る こ と。
(2)  外部評価へ の 対応 に 関 す る こ と
(3) 学 内 意 見 の 集約の 在 り 方 に 関す る こ と
(4) そ の 他組織運営体 制 の 整備 に 必 要 な事項
（組 織 ）
第 3 条 委 員 会 は ， 次 の 各号 に 掲げ る 者を も っ て 組織 す
る 。
( 1 )  学長が指名 し た 副 学長 1 人
(2）評議員 各 学部 1 人
(3) 学 内 共 同 教育研究施設 保健管理セ ン タ ー 及び学
内 共 同 利 用 施設 （以下 「施設等」 と い う 。 ） か ら 選
出 さ れ た 施設 等 の 長 1 人
(4) 事務 局 長
一一 4 一一
富 山 大学長 小 津 浩
2 学長及び副学長 （ 前 項 1 号 の 副 学長 を除 く 。 ） は ，
オ ブ ザ ーパ ー と し て出席 す る こ と が で き る 。
（委員 長 ）
第 4 条 委員会 に 委員長を置 き ， 副学長を も って 充 て る 。
2 委 員 長 は ， 委員会を招 集 し ， そ の 議 長 と な る 。 ただ
し ， 委 員 長 に事故 あ る と き は ， 委 員 長 が あ ら か じ め 指
名 し た 委 員 が そ の 職務を代行す る 。
（運 営 ）
第 5 条 委 員 会 は ， 委 員 の 過半数 が出席 し な け れ ば 開 会
で き な い 。
2 委 員 会 で検 討 さ れ た 内 容 は， 評議会 に 報告す る も の
と す る 。
（意見 の 聴取）
第 6 条 委 員 会 が必要 と 認 め た と き は ， 委員以外 の 者 の
出席を求 め て 意見を聴 く こ と が で き る 。
（庶 務）
第7条 委 員 会 の 庶務 は ， 総務部総務課 に お い て 処理す
る 。
（雑 則）
第 8 条 こ の 要 項 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 の 運 営 に
関 し 必要な事項は， 委 員 会 が 定 め る 。
附 則
1 こ の 要 項 は ， 平成 1 3年7月 27 日 か ら 実施す る 。
2 委員会は， 第 2 条 の 任務を終 了 し た 時点で解散す る 。
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富山大学目標等策定委員会要項の制定
富山大学目標等策定委員会要項の制定理由 一
富 山 大 学 の 基 本 目 標， 中期 目 標 ・ 中期 計 画 及 び年 度 計 画 を 策 定じ， か つ ， 常 に 見 直 し を 図 る た め の 委 員 会 を 設置
す る こ と に 伴 い ， 所 要 事項 を 定 め る 。
富 山 大 学 目 標等 策 定 委 員 会 要項 を 次 の と お り 制 定 す る 。
平成13年7 月 27日
富山大学目標等策定委員会要項
（設 置 ）
第 1 条 富 山 大 学評議会 の 下 に ， 富 山 大 学 の 基 本 目 標 ，
中期 目 標 ・ 中期 計画及び年度計画 （以下 「 目 標等J と
い う 。 ） を 策 定 し ， か つ ， 諸 情勢の 変 化 に 対応 し ， 常
に 見 直 し を 図 る た め ， 富 山 大 学 目 標等策定委員会 （以
下 「委員会J と い う 。 ） を 置 く 。
（任 務）
第 2 条 委 員 会は， 次 の 各 号 に 掲げ る 事項 を 所掌す る も
の と す る 。
( 1 ) 富 山 大 学 の 基 本 目 標 の 策定及び見直 し に 関 す る と
と
(2) 富 山 大 学 の 中期 目 標 ・ 中期 計 画 の 策 定 及 び見 直 し
に 関 す る こ と
(3) 富 山 大学 の 中期 目 標 ・ 中期 計 画 に 基 づ く 年 度 計 画
の 策 定 に 関す る こ と
(4) そ の 他， 富 山 大 学 の 目 標等 に 関 し ， 学 長 が 必 要 と
5習め る こ と
（組 織）
第 3 条 委 員会は， 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 を も っ て 組織 す
る 。
(1) 学長
(2) 副学長
(3）評議員 各 学部 1 人
(4) 学 内 共 同 教 育研究施設， 保健管理セ ン タ ー 及び学
内 共 同 利 用 施 設 （ 以 下 「 施 設 等 」 と い う 。 ） か ら 選
出 さ れ た 施設 等 の 長 1 人
富 山 大 学長 小 津 浩
(5) 自 己点検評 価 委 員 会 専 門 委 員 会 委 員 （主査， 副 主
査 を 除 く 。 ） 各 1 人
(6) 事 務 局 長
（委員長）
第 4 条 委 員 会 に 委 員長 を 置 き ， 学 長 を も っ て充 て る 。
2 委 員 長は， 委 員 会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。 た だ
し ， 委 員 長 に 事故 あ る と き は， 委 員 長 が あ ら か じ め 指
名 し た 副 学長がそ の 職 務 を 代 行 す る 。
（運 営 ）
第 5 条 委 員 会は， 委 員 の 過半数が出 席しな け れば 開 会
で き な い 。
2 委 員 会 で 検 討 さ れ た 内 容は， 評議会 に 報告 す る も の
と す る 。
（意見 の 聴取）
第 6 条 委 員 会 が 必 要 と 認 め た と き は， 委 員 以外 の 者 の
出 席 を 求 め て 意 見 を 聴 く こ と が で き る 。
（庶 務 ）
第 7 条 委 員 会 の 庶務は， 総務部企画室 に お い て 処理す
る 。
（雑 則 ）
第 8 条 こ の 要項 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 の 運営 に
関 し 必要 な 事項は， 委 員 会 が定 め る 。
附 則
1 こ の 要項は， 平 成 1 3 年 7 月 27 日 か ら 実施 す る 。
2 富 山 大 学 の 将 来 計 画 に 関 す る 検 討 特 別 委 員 会 要 項
（平成 1 2年 7 月 3 1 日 制定） は， 廃止す る 。
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富山大学の教育業績評価
の
確立に関する検討委員会要項の制定
富山大学の教育業績評価の確立に関する検討委員会要項の制定理由
…
…
一
富 山 大 学 に お け る 教 員 の 教育業績 の 適正な評価方法 の 確立 を 図 る た め の検討委員 会 を 設置 す る こ と に 伴 い ， 所 要
事項 を 定 め る 。
富 山 大 学 の 教育業績評 価 の 確立 に 関す る 検討 委 員 会要 項 を 次 の と お り 制 定 す る 。
平成13年 7 月 27日
富山大学の教育業績評価の確立に関する
検討委員会要項
（設 置）
第 1 条 富 山 大学評議会 の 下 に 富 山 大 学 に お け る 教員
の 教育 業 績 の 適正 な 評 価方 法 の 確 立 を 図 る た め ， 富 山
大 学 の 教 育 業 績 評価 の 確 立 に 関 す る 検討 委 員 会 （以下
「委員会」 と い う 。 ） を 置 く 。
（組 織）
第 2 条 委 員会は， 次 の 各 号 に 掲げる 者 を も っ て 組織 す
る 。
( 1 ) 学長が指名 し た 評 議 員 1 人
(2) 教養教育企画専 門 委 員 会 委 員 長
(3）学部か ら 選 出 さ れ た 教 授 各 1 人
2 学長及び副学長は， オ ブザ ー バ ー と し て 出 席す る こ
と が で き る 。
（委員長）
第 3 条 委員会 に 委員 長 を 置 き ， 評議員 を も っ て充て る 。
2 委 員 長 は， 委 員 会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。 た だ
し ， 委 員 長 に 事故 あ る と き は， 委 員 長 が あ ら か じ め 指
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名 し た 委 員 が そ の 職務 を 代行 す る 。
（運 営 ）
第 4 条 委 員会は， 委 員 の 過半数 が 出 席 し な け れ ば 開 会
で き な い 。
2 委 員 会 で 検 討 さ れ た 内 容は， 評議会 に 報 告す る も の
と す る 。
（意見の聴取）
第 5 条 委 員 会 が必 要 と 認 め たときは， 委員以外 の 者 の
出 席 を 求 め て 意見を聴 く こ と がで き る 。
（庶 務）
第 6 条 委 員 会 の 庶務は， 学 生 部学生課及び総務部人事
課 に お い て処 理 す る 。
（雑 則 ）
第 7 条 こ の 要項 に 定 め る も の の ほ か ， 委 員 会 の 運 営 に
関 し 必要 な 事 項は， 委 員 会 が定 め る 。
附 則
1 乙 の 要 項は， 平 成 1 3 年 7 月 27 日 か ら 実施す る 。
2 委員 会は， 任 務 を 終 了 し た 時点で解散す る 。
富山大学ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー規則の制定
富山大学ベンチヤー ・ビジネス・ ラボラトリー規則の制定理由
富 山 大 学 に ， 学 内 共 同 利 用 施 設 と し て 富 山 大学ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ ト リ ー を 置 く こ と に 伴 い ，
富 山 大学ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ ト リ ー規則 を 次 の と お り 制 定 す る 。
平 成13年 7 月 27日
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富山大学ベンチヤー ・ ビジネス ・ ラボラトリー 規 則
（設 置）
第 1 条 富 山 大 学 （以下 「本学J と い う 。 ） に ， 富 山 大
学 ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ ト リ ー （以下 「 ラ ボ
ラ ト リ ーJ と い う 。 ） を 置 く 。
（ 目 的）
第 2 条 ラ ボ ラ ト リ ー は 学 内 共 同 利 用 施 設 と し て 本 学
大 学院 に お い て， ベ ンチ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス の萌芽 と も な
る べ き独創的な研究 開 発 を 推 進す る と と も に ， 高 度 の
専 門 的職業能 力 を 持 つ 創 造 的 な 人材を育成す る こ と を
目 的 と す る 。
（業 務 ）
第 3 条 ラ ボ ラ ト リ ーは， 次 の 各号 に 掲 げ る 業務 を 行 う 。
( 1 )  独創的 な研究 開 発プ ロ ジ ェ ク ト の 実施及び推 進
( 2 )  大 学 院 学 生 及び若手研究員 の 自 由 な 発想， 創造性
を 育成す る 教育研究 の 実施
(3) 国 内 外 の 先駆的研究者及び産業界 と の 情報交換及
び交流事業 の 実 施
(4) そ の 他 ラ ボ ラ ト リ ー の 目 的 を 達 成す る た め に 必 要
な 業務
（職 員）
第 4 条 ラ ボ ラ ト リ ー に 次 の 職員 を 置 く 。
(1) ラ ボ ラ ト リ ー 長
(2)  副 ラ ボ ラ ト リ ー 長
(3) そ の 他 必 要 な 職 員
（ ラ ボ ラ ト リ ー 長 の 選考等）
第 5 条 ラ ボ ラ ト リ ー 長は， 本 学 の 大 学 院 理 工 学研究科
を 担 当 す る 教授 の う ち か ら 第 7 条 に 定 め る 運 営委員会
の 推薦 に 基 づ き ， 学長が命ず る 。
2 ラ ボ ラ ト リ ー 長 の 任期は， 2 年 と し ， 再 任 を 妨げな
い。
3 ラ ボ ラ ト リ ー 長は， ラ ボ ラ ト リ ー の 業務 を掌理す る 。
（副 ラ ボ ラ ト リ ー 長 の 選考等）
第 6 条 副 ラ ボ ラ ト リ ー 長は， 本 学 の 大 学 院理 工学研究
科 を 担 当 す る 教授 の う ち か ら 第 7 条 に 定 め る 運営委員
会 の 推 薦 に 基 づ き ， 学長が命ず る 。
2 副 ラ ボ ラ ト リ ー 長 の 任期は， 2 年 と し ， 再任 を 妨げ
な い 。
3 副 ラ ボ ラ ト リ ー 長は， ラ ボ ラ ト リ ー 長 を 補 佐 し ， ラ
ボ ラ ト リ ー の 業務 を 整理 す る 。
（運営委員会）
第 7 条 ラ ボ ラ ト リ ー の 管理運営 に 関 す る 重要事項 を 審
議す る た め ， 富 山 大学ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ
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ト リ ー 運 営 委 員 会 （以下「運 営 委 員 会 」 と い う 。 ） を
置 く 。
（運営 委 員 会 の 審 議事項）
第 8 条 運営委員 会は， ラ ボ ラ ト リ ー に 関 し ， 次 の 各号
に 掲 げ る 事項 を 審議す る 。
(1) 管理運営 の 基本方針 に 関 す る こ と 。
(2） 研 究 開 発プロジ ェ ク ト の 選 定及 び推 進 に 関 す る こ
と 。
(3) ラ ボ ラ ト リ ー 長候補者及び副 ラ ボ ラ ト リ ー 長候補
者 の 推薦 に 関 す る こ と 。
(4) そ の 他管理運営 に 関す る 重要事項
（運営 委 員 会 の 組織）
第 9 条 運 営 委 員 会は， 次 に 掲 げ る 委員 を も っ て 組織す
る 。
( 1 ) ラ ボ ラ ト リ ー 長
(2) 副 ラ ボ ラ ト リ ー 長
(3) 各研究 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト か ら 推薦 さ れ た 教員
(4）研究科長
(5) 理 工学研究科副研究科長
(6) 地域共 同 研究 セ ン タ ー 長
(7) そ の 他運 営委 員 会 が 必 要 と 認 め た 者
各 2 人
2 前項第 3 号及び第 7 号 の 委 員 の 任期は， 2 年 と し ，
再任 を妨げな い。 た だ し 欠員 を 生 じ た 場 合 の 後任 の
委 員 の 任期は， 前任者 の残任期間 と す る 。
3 第 1 項第 3 号及び第 7 号 の 委員は， ラ ボ ラ ト リ ー 長
が委嘱す る 。
（委員長）
第 1 0条 運 営 委 員 会 に 委 員 長 を 置 き ， ラ ボ ラ ト リ ー 長 を
も っ て 充 て る 。
2 委 員長は， 運 営委員会 を 招 集 し ， そ の 議長 と な る 。
3 委 員 長 に 事故 あ る と き は， 委 員 長 が あ ら か じ め 指 名
す る 委員 がそ の 職務 を 代行す る 。
（運営委 員 会 の 議事）
第 1 1 条 運営委員 会は， 委 員 の 過半数 が 出 席 し な け れば
会 議 を 開 く こ と が で き な い 。
2 運 営 委 員 会 の 議事は， 出 席委員 の 過半数 を も っ て 決
す る 。 た だ し ， 可否 同 数 の と きは， 議長 がこれ を 決 す
る 。
（意見 の 聴取）
第12条 運 営 委 員 会は， 必 要 に 応 じ て 委 員 以外 の 者 の 出
席 を 求 め ， 意見 を 聴 く こ と が で き る 。
（雑 則 ）
第 13条 こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か ， ラ ボ ラ ト リ ー の
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運 営 に 関 し 必要 な 事項は， 運 営 委 員 会 の 議 を 経 て， ラ
ボ ラ ト リ ー 長 が定 め る 。
（庶 務）
第 14条 ラ ボ ラ ト リ ー の 庶務は， 総務部研究協 力 課 に お
い て 処理す る 。
附 則
1 こ の 規則は， 平 成 1 3 年 7 月 27 日 か ら 施行 す る 。
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2 こ の 規則施行後， 最初 に 任命 さ れ る ラ ボ ラ ト リ ー 長
及び副 ラ ボ ラ ト リ ー 長 の 選考は， 第 5 条第 1 項及び第
6 条第 1 項 の 規定 に か か わ ら ず， 富 山 大 学理 工学研究
科委員会 の 推薦 に よ り 学 長 が 命 ず る も の と す る 。
3 こ の規則 施行後， 最 初 に 任命 さ れ る ラ ボ ラ ト リ ー 長
及び副 ラ ボ ラ ト リ ー 長 の 任期は， 第 5 条第 2 項及び第
6 条第 2 項 の 規定 に か か わ ら ず平 成 1 6年 3 月 3 1 日 ま で
と す る 。
富山大学低温液化室高圧ガス危害予防規程の制定
富山大学低温液化室高圧ガス危害予防規程の制定理由
富 山 大 学低温液化 室 に お け る 高 圧 ガ ス の製造及びそ の 取扱 い に 関 し て ， 高 圧ガ ス 保安 法 に 基 づ き ， 災 害 の 防止及
び安 全 の 確保 を 目的 と し て所要事項 を 定 め る 。
富 山 大 学低温液化 室 高 圧 ガ ス 危害予防規程 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成13年 7 月 27日
富山大学低温液化室高圧ガス危害予防規程
（目 的）
第 1 条 こ の 規程は， 高 圧ガ ス 保安 法 （昭和26年法律第
204号。 以 下 「法J と い う 。 ） 第26条 の 規 定 に 基 づ き ，
富 山 大 学低温液化室 に お け る 高 圧 ガ ス の製造及びそ の
取 扱 い に つ い て 必 要 な 事項 を 定 め ， 高 圧 ガ ス に よ る 災
害 を 防止 し ， も っ て 学 内 及び公共 の 安 全 を 確 保す る こ
と を 目的 と す る 。
（定 義）
第 2 条 こ の 規程 に お い て 「高圧ガ ス 」 と は， 法第 2 条
に 規定 す る 高 圧 ガ ス の う ち ， 液化ヘ リ ウ ム ガ ス 及び液
化窒素ガス を い う 。
（製造施設）
第 3 条 富 山 大 学低温液化室 に お け る 高 圧 ガ ス 製造施設
は別表 1 の と お り と す る 。
（保安管理）
第 4 条 学長は， 高 圧 ガ ス に よ る 災害 防止 に 関 す る 保安
業務 を統括す る 。
2 高 圧ガ ス の 製造 に 係 る 保安 に 関 す る 業務 を 統括管理
す る た め ， 高 圧 ガ ス 製造保安統括者 （以下 「保安統括
者」 と い う 。 ） を 置 き ， 低温液化室 長 を も っ て 充 て る 。
3 製造施 設 の 維持 ， 製造方 法 の 監督そ の 他高 圧 ガ ス の
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製造 に 係 る 保安 に 関 す る 技術 的 な 事 項 を 管 理 さ せる た
め ， 高圧ガス製造保安係員 （以下 「保安係員J と い う 。 ）
を 置 き ， 一般 高 圧 ガ ス 保安規則（昭和 4 1 年 通商産業省
令第53号。 以 下 「省令J と い う 。 ） 第66条第 2 項 に 規
定 す る 製造 保安責任者免 状 を 有 す る 職 員 の う ち か ら 学
長が選任す る 。
4 学長は． あ ら か じ め 保安統括者及び保安係員 （以下
「保安統括者等 j と い う 。 ） の 代 理者 を 選任 し ， 保安統
括者等が旅行， 疾病及びそ の 他 の 事故 に よ っ て そ の 職
務 を 行 う こ と がで き な い 場 合 に ， そ の 職務 を 代行 さ せ
る も の と す る 。
5 保安係員 の 代理 者は， 第 3 項 に 規定 す る 製造 保安 責
任者免状 を 有 す る 職員 の う ち か ら 学長が選任す る も の
と す る 。
6 保安 係員は， 法第 8 条 に 定 め ら れ た 技術 上 の 基準 に
関 し ， 製造施 設が 省 令 等 に 適合 す る よ う 管理 す る も の
と す る 。
7 前 6 項 に 規 定 す る 保安管理体 制 に つ い ては別 表 2 の
と お り と す る 。
（監督 の 方法）
第 5 条 保安統括者等は， 法， 省 令 若 し く は こ れ に 基 づ
く 命令 又 は こ の 規程 の 実施 を 確保す る た め ， 関 係職 員
に 指 示 を 与 え ， 必要 と 認 め た 場合 に は， 製造 施 設 に お
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け る 作業 を 停止 さ せ る 等 の 措置 を 講ずる こ と が で き る 。
2 関 係 職 員 は ， 保安統括者等が保安 の た め に 行 う 指示
に 従 わ な ければな ら な い 。
（立入禁止区域）
第 6 条 高 圧 ガ ス に よ る 危 害 を 予 防す る た め ， 必 要 に 応
じ て製造 施設 の 周 囲 に 立入禁止 区域 を 設 け る も の と す
る 。
2 前 項 の 立入禁止区域 に は， 保安統括者等 の 許 可 を 受
け た 者以 外 の 者 は ， 立 ち 入つて は な ら な い 。
（標 識）
第 7 条 製造施 設 に は， 見やす い 場所 に 次の事項 を 記 載
し た 標識 を 設 け な ければな ら な い 。
( 1 )  高圧ガ ス の製造施設で あ る こ と 。
(2)  高圧ガ ス の 種類
(3)  立 入禁止， 火 気 の 制 限 そ の 他 の 注 意事項
(4) 法第36条 に 規定す る 緊急事態 に 対す る 措置
（運転及び操作）
第 8 条 製造施 設 の 運転及び操作 に 当 た っ て は， 保安係
員 の監督の 下 に こ れ を 行 わ な け ればな ら な い 。
2 保 安 上重要 な 運 転及 び操作 は ， 保 安 係 員 が 適 格 と 認
め た 者 に 行わ せ る も の と す る 。
（安 全 装 置 ）
第 9 条 安 全 装 置 の 取付 け個所及び操作方法 に つ い て は，
表 示 す る と と も に 関 係 職 員 及び学生 に 周 知 し て お か な
ければな ら な い 。
2 前 項 に 規定 す る 安全 装 置 の う ち ， 安全弁 に 付帯 し て
設 け た止め 弁 に つ い て は， 高 圧ガ ス 製造中は， 常 時 全
開 と し ， 「 開 」 と 記載 し た 標 識 を 掲げてお く も の と し ，
そ の 取扱 い は ， 保 安 係 員 が行 わ な け ればな ら な い 。
3 安 全 装 置 は， 1年 に1回以上検査 し ， 規定圧 力 で 作
動 す る よ う 調整 し て お か な ければな ら な い 。
（圧 力 計）
第 1 0条 圧 力 計 は ， 使 用 圧 力 の 1 .5倍以 上 3 倍以 下 の 最
高 目 盛の も の を 使用 し ， 見 や す い 場所 に 取 り 付 け て お
か な ければな ら な い 。
（液面計）
第1 1 条 液化ガ ス の 貯槽 に は， 液面計 を 設 け な ければな
ら な い。 こ の 場 合 に お い て， 液面計 と し てガ ラ ス 管ゲー
ジ を 使用 す る と き は ， 破損 を 防止す る た め の 措 置 を 講
ず る も の と す る 。
（充 て ん）
第 1 2 条 貯槽 に 液化 ガ ス を充 て んす る と き は ， 液 化 ガ ス
の 容 量 が 当 該貯 槽 の 常用 の 温 度 に お い て そ の 内 容 積 の
90% を 超 えでは な ら な い 。
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（ガス 設備 の 修 理及び清掃）
第 1 3条 ガ ス 設備 の 修理及び清掃 （以下 「修理等J と い
う 。 ） 並び に そ の 後 の 製造 に つ い て は ， あ ら か じ め 作
業 の 方 法， 工 程 表等 を 明 示 し ， 保安係員 の 指 示 の 下 に
次 の 各 号 に 掲 げ る と こ ろ に よ り 行 う も の と す る 。
( 1 )  ガ ス 設備 を 開 放 し て 修 理 を 行 う と き は ， 当 該ガ ス
設 備 の う ち 開 放す る 部分 に 他 の 部分か ら ガ ス が漏 え
い す る こ と の な い よ う に 当 該 開 放部 の 前後 の バ ル ブ
又 は コ ッ ク を 閉止 し ， か つ ， 盲板 を 施 す等 の 措 置 を
講 ず る こ と 。
(2)  前号の 規定 に よ り 閉止さ れ た バルブ若 し く はコ ッ
ク 文 は盲板 に は ， 操作 し て は な ら な い 旨 の 表 示 及 び
施錠 を す る 等 の 措 置 を 講 ず る こ と 。
(3)  修理等が終 了 し た と き は ， 当 該ガ ス 設 備 が正 常 に
作 動 す る こ と を 確 認 し た 後 で な ければ製造 し な い こ
と 。
（巡視及び点検）
第 14条 保安係 員 は ， 別に定 め る 巡 視及 び点検基準 に よ
り ， ガ ス 設備 の 使用 開 始時 及 び使用 終了時 に 当 該ガ ス
設 備 の 異 常 の 有無 を 点検す る ほ か ， 1 日 に 1回 以 上ガ
ス 設備 の 作 動 状況 に つ い て 点検 し ， 異常 あ る と き は ，
当 該設 備 の 補修 そ の 他危 険 を 防止す る 措 置 を 講 ず る も
の と す る 。
（保安検査）
第 1 5条 法第35条 に 規定す る 保安 検 査 は ， 1 年 に 1 回 受
け る も の と す る 。
（定期 自 主検査）
第 1 6条 法第35条 の 2 に 規 定す る 定期 自 主 検 査 は ， 省令
の 定 め る と こ ろ に よ り ， 保安係員の監督 の 下 に実施 し ，
そ の検 査 記 録 を 作成 し ， こ れ を 保存す る も の と す る 。
（帳 簿 ）
第 1 7条 保安係 員 は ， 法第60条第 1 号 の 規定 に 基づ き ，
帳 簿 を 備 え ， 次 に 掲 げ る 事項 に つ い て 記録 し ， 第1号
及び第 2 号 の 事項 に つ い て は 2 年 間 ， 第 3 号 の 事項 に
つ い て は 1 0 年 間 保 存す る も の と す る 。
(1) 製造施 設 の 運転状況
(2) 高 圧ガ ス の 受入状況
(3)  製造施 設 に 異常 が あ っ た 場合 及 び講 じ た 措置等
（漏 え い 文 は 噴 出 時 の 措置）
第18条 高 圧 ガ ス が 漏 え い し ， 又 は噴 出 し た と き は． 製
造 装 置 の 運 転 を 停止す る 等応急 の 措置 を 講ず る と と も
に ， 直 ち に 保 安統括者等 に通報 し ， そ の 指 示 を 受 け る
も の と す る 。
（緊急事態 に 対す る 措 置）
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第四条 製造施 設 又 は そ の 付 近 に お い て 災 害 が発 生 し ，
又 は 災害発 生 の 危険 が 急迫 し た こ と を 知 っ た 者 は ， 直
ち に 保安統括者等 に 通報す る も の と す る 。
2 保安統括者 等 は ， 通報 の 内 容 に 応じ， 次 の 各 号 に 掲
げ る と こ ろ に 連 絡 す る も の と す る 。
( 1 )  学長
(2) 消 防署
(3)  警察署
(4) 富 山 県環 境衛 生 課
(5) 富 山 市民病院
（保安教育及び規程 の 周 知 ）
第20条 保安統括者 は ， 保 安 教 育 計画 を 作成 し ， 関 係 職
別 表 第1
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員 及 び 学 生 に 対 し ， 保 安 意 識 の 高揚， 関 係 法令 及 び こ
の 規 程 の 周 知徹底並び に 災害時 に お け る 措 置 に つ い て
教 育 及 び訓 練 を 行 う も の と す る 。
（違反者 に 対 す る 措置）
第21条 保安統括者は， こ の 規程 に 違反 し た 者 に 対 し て，
講 習 等 に よ り 再 教 育 を 行 う も の と す る 。
（改 正 ）
第 2 2 条 こ の 規程 を 改廃す る と き は ， 富 山 大学低温液化
室 運 営 委 員 会 の 議 を 経 る も の と す る 。
附 則
こ の 規程 は ， 平成 1 3年 7 月 27 日 か ら 施行す る 。
高圧ガ ス 製造 施 設 の 名 称 ・ 場所等
高圧ガ ス 製造 施 設 名 高 圧 ガ ス の 種 類 製造施 設 の 場 所
液化窒素製造 施 設 液化窒素ガ ス
低温液化室
液体ヘ リ ウム 製造 施 設 液化 ヘ リ ウム ガ ス
別 表 第 2
保 安 管 理 体 制
学 長
（保安業務 の 統括）
保安統括者 （低温液化室長） 保安統括代理者
保 安 係 長 保 安 係 員 代 理 者
（製造保安責任者免状 を 有す る 者） （製造保安責任者免状 を 有 す る 者）
運転要員
富山大学低温液化室運営委員会規則の改正
富山大学低温液化室運営委員会規則の改正理由
1 富 山 大 学低温液化 室 運 営 委 員 会 の 構 成員 の 見 直 し 等 に 伴 い ， 所要事項 を 改 め る 。
2 字句等 の 整 備 を 行 う 。
富 山 大学低温液化室運蛍委員会規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次の と お り 制 定す る 。
平成13年7月 27 日
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富山大学低温液化室低温液化室運営委員会
規則の一部を改正する規 則
学
富 山 大学低温液化室運営委 員会規則 （昭和 5 1 年 7 月 27
日 制定） の 一部 を 次の よ う に 改 正 す る 。
第 3 条 第1項第 2 号中「各学部 の 教宮」 を 「学部か ら
選 出 さ れた 教員」 に 改 め ， 同 項第 3 号 を削 り ， 第 4 号 を
第 3 号 と す る 。
2 前 項第 2 号 の 委 員 の 任 期 は ， 2 年 と し ， 再任 を 妨げ
な い 。 た だ し ， 欠員 を 生 じ た 場 合 の 後 任 の 委 員 の 任 期
は ， 前任者 の 残任期 間 と す る 。
第 4 条 第1項中「委 員 長 は 委 員 の互選 と す る 。」を
「室 長 を も っ て 充 て る 」 に 改 め ， 同 条 第 2 項 中「委 員 長
の 指 名 し た委員Jを 「委員長が あ ら か じ め 指名 し た委員」
報 第439号
に 改 め る 。
第 6 条 を 次の よ う に 改 め る 。
（意見 の 聴取）
第 6 条 委 員 会 が必 要 と 認 め た と き は ， 委員以外 の 者 の
出 席 を 求 め て 意見 を 聴 く こ と が で き る 。
第 7 条中「庶務部庶務課」 を 「総務部研究協 力 課J に
改 め ， 同 条 を 第 8 条 と し ， 第 6 条 の次に次の1条 を 加 え
る 。
（専 門 委員会）
第 7 条 委 員 会 に ， 専 門 的事項 を 調査審議す る た め ， 必
要 に 応 じて専門委員 会 を 置 く こ と が で き る 。
2 専 門 委 員 会 に 関 し 必要 な 事 項 は ， Jjlj に 定 め る 。
附 則
こ の 規則は， 平成 13年 7 月 27 日 か ら 施行す る 。
富山大学水素同位体科学研究センター放射線障害予防規則の改正
富山大学水素同位体科学研究センター放射線障害予防規則の改正理由
1 国 際放 射 線 防 護 委 員 会 の 勧告 ( ICRP Pub. 60） の 取 り 入れ等 に よる放射線障 害 防 止 法 関 係 法 令 の 改正 に 伴 い
山 大 学水 素 同 位体科学研究セ ン タ ー 放射 線 障 害 予 防規則の 整備 を 図 る た め ， 所要事項 を 改 め る 。
2 字句の 整 備 を 行 う 。
富 山 大学水 素 同 位体科学研究セ ン タ ー 放射線 障害予防規則 の 一部 を 改正 す る 規則を次の と お り 制 定す る 。
平成13年 4 月 1 日
富山大学水素同位体科学研究センター放射線
障害予防規 則の一部を改正する規 則
富 山 大 学 水 素 同 位体科学研究セ ン タ ー 放 射 線 障 害 予 防
規則の 一 部 を 次の よ う に 改正 す る 。
題 名 を 次の よ う に 改 め る 。
富 山 大 学 水 素 同 位体科学研究セ ン タ ー 放射線障害
予 防規定
第1条中 「規則」 を 「規定J に 改 め る 。
第 6 条（見 出 し を 含 む。） 中 「 放 射 線管理手帳 J を
「放射性 同 位 元 素 等 取 扱 者証J に 改 め ， 同 条 中 「線 量 当
量」 を 「線量jに 改 め る 。
第 9 条第 3 号 及び第 4 号中「貯蔵箱J を 「貯 蔵 施 設 内
の 保管庫J に 改 め る 。
富 山 大学長 時 津 貢
第 1 5 条 の 2 第1項第1号中 「線量 当 量」 を 「線量」 に
改 め ， 同 項 第 4 号 中「外部被ば く 線 当 量 に つ い て は1セ
ン チ メ ー ト ル 線 量 当 量 に つ い て 100マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト
を ， 内 部 被ば く 線 量 当 量 に つ い て は実効線量 当 量 に つ い
て 」 を 「外部被ば く 線量 及 び 内 部被ば く 線 量 に つ い て」
に 改 め ， 同条第 3 項中 「実効線量 当 量及び組織線量 当 量」
を 「実効線量及 び等価線量J に 改 め ， 同 条中第 5 項 を 第
6 項 と し ， 第 4 項 の 次に次の1項 を 加 え る 。
5 主 任 者 は ， 実効線量が年20 ミ リ シ ー ベ ル ト を 越 え た
従 事 者 に 対 し て ， 当 該1年間 以降は当該1年 間 を 含む
5 年間 の 累 積 実 効 線 量 を 当 該期 間 に つ い て 毎年度算定
し ， 記 録 し な ければな ら な い 。
第 1 7条中 「規則」 を 「規定」 に 改 め る 。
第 1 8条第1項 を 次の よ う に 改 め る 。
第 四 条 セ ン タ ー 長 は ， 従事者 に 対 し 次に 掲 げ る 事 項 に
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つ い て健康診 断 を 受 け さ せ な ければな ら な い 。
(1) 問 診
学
(2 )  以 下 の 部位 及 び項 目 に つ い て の 検 査及び検診
① 末 し よ う 血液中の 血 色 素 量 文 は ヘ マ ト ク リ ッ ト
値， 赤血球数， 白 血球 数 及 び 白 血球百分率
② 皮膚
③ 眼
た だ し ， ① ～ ③ の 部 位 又 は 項 目 に つ い て は， 医師
が必要 と 認め る 場合 に 限 る 。
第 1 9条第 2 項， 第20項第 2 項及び第 2 1 条 第 6 項中 「科
報 第439号
学技術庁長官」 を 「文 部科学大 臣」 に 改 め る 。
第22条中 「規則J を 「規定J に 改 め る 。
別紙第 5 号様 式中 「線量 当 量算定結果記録」 を 「線 量
算 定 結 果 記 録 」 に ， 「外部被ば く 線 量 当 量」を 「 内 部 被
ば く 線 量 当 量」 に ， 「実効 線 量 当 量」 を 「実効線量」 に ，
f組織 線量 当 量Jを 「等価線 量j に 改 め る 。
附 則
こ の 規 定 は ， 平 成 1 3 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
富山大学放射性同位元素総合実験室放射線障害予防規則の改正
富山大学放射性同位元素総合実験室放射線障害予防規則の改正理由
1 国 際放 射 線 防 護 委 員 会 の 勧告 ( ICRP Pub. 60） の 取 り 入れ等 に よ る 放射線障害 防止法 関 係 法 令 の 改 正 に 伴 い ，
山 大学放射性同 位 元 素総合実験室放射線障害予防規則 の 整備 を 図 る た め ， 所 要事項 を 改 め る 。
2 字句の 整 備 を 行 う 。
富 山 大 学放射性同 位 元 素 総 合実験室放射線障害予防規則の 全 部 を 改正 す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成13年 4 月 l臼
富山大学放射性同位元素総合実験室放射性障害予防
規則の全部を改正する規 則
富 山 大 学放射性同 位 元 素総合 実験室放射性障害予防規
則 （平成 5 年 3 月 12 日 全 部 改 正 ） の 全 部 を 次の よ う に 改
正す る 。
富 山 大学放射性 同 位 元 素 総 合 実験室放射性障害予防規定
第 1 章 総 則
（ 目 的）
第1条 こ の 規 定 は ， 「 放 射性 同 位 元 素 等 に よ る 放 射線
障 害 の 防止 に 関 す る 法 律 J （昭和 32年法律第 1 67号。 以
下 「法律」 と い う 。 ） 第 2 1 条 第 1 項及び人事院規 則 1 0-
5 （職員 の 放射 線 障 害 の 防止） 第27条第1項 の 規 定 に
基 づ き ， 富 山 大 学放 射 性 同 位 元 素 総 合 実 験室 （ 以 下
「総合 実験室」 と い う 。 ） に お け る 放射性 同 位 元 素 及 び
放射性同位元 素 に よ っ て 汚 染 さ れ た も の （以下 「放射
性 同 位 元 素 等」 と い う 。 ） の 取 扱 い 及 び管 理 に 関 す る
事項 を 定 め ， 放射線障害 の 発 生 を 防止 し ， あ わ せ て 公
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共 の 安 全 を 確保 す る こ と を 目 的 と す る 。
（適用範囲）
第 2 条 こ の 規 定 は ， 総 合 実 験 室 の 管 理 区 域 に 立 ち 入 る
す べ て の 者 に 適用 す る 。
（養護 の 定義）
第 3 条 こ の 規定 に お い て 次 の 各 号 に 掲 げ る 用 語 の 定
義 は ， そ れぞれ 当 該各 号 に 定 め る と こ ろ に よ る 。
( 1 )  「放射線作業」 と は ， 放射性同 位 元 素 等 の 使 用 ，
保管， 運搬及び廃 棄 の 作 業 を い う 。
(2) 「業務従事者J と は 放射性同位 元 素 等 の 取 扱 い
管理 又 は こ れ に 付随す る 業務 に 従事す る た め ， 管理
区 域 に 立 ち 入 る 者 （一時 的 に 立 ち 入 る 者 を 除 く 。 ）
で 総 合 実 験 室 長 （ 以 下 「室長J と い う 。 ） が 放 射 線
業務従事者 と し て 承認 し た 者 を い う 。
(3) 「放射線施設」 と は ， 使用 施設， 貯 蔵施 設 及 び廃
棄施設 を い う 。
（他 の 規則 と の 関 連）
第 4 条 放射性同 位 元 素 等 の 取扱 い に 係 る 保安 に つ い て
は ， 他 の 規則そ の 他保安 に 関 す る 規定 の ほ か ， こ の 規
定 の 定 め る と こ ろ に よ る 。
平成13年8月 学
（ 内 規等 の 制 定 ）
第 5 条 室 長 は ， 法律及び こ の 規 定 に 定 め る 事項 の 実 施
に つ い て ， 必 要 な 事項 を 定 め る こ と が で き る 。
（遵守 等 の 義務）
第 6 条 業務従事者及び管理 区 域 に 一 時 的 に 立 ち 入 る 者
は ， 放 射 線 取 扱 主 任 者 （以下 「 主 任 者」 と い う 。 ） が
放射線障害防止 の た め に 行 う 指示 を 遵守 し ， そ の 指 示
に 従 わ な ければな ら な い 。
2 室 長 は ， 主 任 者 が 法律 及 び こ の 規 定 に 基 づ き 行 う 意
見 具 申 を 尊重 し な ければな ら な い 。
3 室 長 は ， 第8条 に 定 め る 総合 実験室放射線安全委員
会 （以 下 「安全委 員 会 」 と い う 。 ） が こ の 規 定 に 基 づ
い て行 う 答 申 又 は意見具 申 を 尊重 し な け ればな ら な い。
第 2 章 組織及 び職 務
（組 織）
第 7 条 総 合 実 験室 に お け る 放射性同位元 素 等 の 取 扱 い
に 従事す る 者及 び安 全 管 理 に 従事す る 者 に 関 す る 組織
は ， 別 図 I の と お り と す る 。
（安全委員会）
第 8 条 総合実験室 に ， 放射線障害防止 に つ い て 必 要 な
事項 を 企画 審 議す る た め ， 安 全 委 員会 を 置 く 。
2 安全委 員 会 の 組織及び運営 に つ い て は， 別 に 定 め る 。
（主任者及び代理者）
第 9 条 学長 は ， 総合実験室 に お け る 放射線障害 の 発 生
の 防止 に つ い て 総括的な監督 を 行 わ せ る た め ， 法 律 に
規定す る 第 1 種放射線取扱主任 者 の 資格 を 有 す る 者 の
中か ら ， 富 山 大学安全管理委員 会 の 指 名 に 基 づ き ， 放
射線取扱主任 者 を 選任 し な ければな ら な い 。
2 学長 は ， 主任者が旅行， 疾病そ の 他 の 事故 に よ り そ
の 職 務 を 行 う こ と がで き な い 場合 は ， そ の 期 間中そ の
職 務 を 代行 さ せ る た め ， 法 律 に 規定する 第 1 種放射線
取扱主任者 の 資格 を 有 す る 者 の中か ら 主 任 者 の 代 理 者
（以下「代理者J と い う 。 ） を選任 し な ければな ら な い。
3 主 任 者 は ， 総 合 実験室 に お け る 放射線障害発 生 の 防
止 に 係 る 監督 に 関 し ， 次の 各 号 に 掲 げ る 職務 を 行 う 。
( 1 )  総合実験室放射線障害予 防規 定 の 制 定及び改廃へ
の 参 画
(2) 放 射 線 障 害 防止上重 要 な 計画作成への 参 画
(3)  法 令 に 基 づ く 申 請， 届 出 ， 報 告 の 審査
(4) 立入検査等 の 立 会 い
(5) 異常及び事故 の 原 因 調査への参画
(6) 室長 に 対す る 意見の 具 申
(7) 使用 状況等及び施設， 帳 簿 ， 書 類等への監査
(8) 関 係 者へ の 助 言 ， 勧告及び指示
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(9) 安 全 委 員 会 の 開 催 の 要求
(10) そ の 他放 射 線 障 害 防止 に 関 す る 必 要 な事項
4 代 理 者 は ， 主任者が旅行， 疾病そ の 他 の 事故 に よ り
不在 と な る 期 間中， そ の 職 務 を 代行 し な ければな ら な
い 。
（放射線施 設責任者）
第 10条 室 長 は ， 学長 の 命 に よ り ， 総合実験室 の 放射線
施設責任者 と し て ， 放 射 線 障 害 予 防 業務及び施設 の 維
持並び に 管理 業 務 を 総括す る 。
（管理 区域責任者）
第 1 1 条 総 合 実 験 室 の 管 理 区 域 内 に 担当 区域 を 定 め ， 室
長 の 委 嘱 に よ り 管 理 区 域責任者 を 置 く 。
2 管 理 区域責任 者 は ， 主任者 の 指 示 の も と に ， 次 の 各
号 に 掲 げ る 職務 を 行 う 。
( 1 ) 担当す る 管 理 区 域 に お け る 放射線障害防止の た め
の 必 要 な点検及び措 置
(2) 業務従事者 に 対 す る 主任者及び室 長 の 徹 底
( 3 )  担当す る 管 理 区域 に お け る 放射性同位 元 素 の 使用 ，
保管及び廃棄 に 関 す る 記帳並び に 室長への報告
3 室 長 は ， 第 1 3 条 に 掲 げ る 業務従事者 と し て 登録 を し
た 者 の中か ら 管 理 区域責任 者 を 選任す る 。
（取扱責任者）
第 1 2条 室 長 は ， 放射線取扱作業グループ ご と に 取扱責
任 者 を 定 め な け ればな ら な い 。
2 取扱責任 者 は ， 当該グル ープの 業務従事者 を 総括す
る 。
3 取 扱責任者 は， 当該グルー プ の 業 務従事者 に 対 し 放
射性同 位 元 素 等 の 取扱 い に つ い て 適 切 な 指示 を 与 え る
と と も に 使 用 ， 保管， 運 搬 及 び廃 棄 に 関す る 記録 を 行
い ， 管理 区 域責任者 に 報 告 し な ければな ら な い 。
4 取扱責任 者 は ， 第 1 3条 に 掲げ る 業務従事者 と し て 登
録 し な け ればな ら な い 。
（業務従事者）
第 1 3 条 総 合 実験 室 に お い て ， 放射性同 位 元 素 等 の 取扱
い 等業務 に 従事す る 者は 業務従事者 と し て 登録 し な
け ればな ら な い 。
2 業務従事者 は ， 取扱責任 者 の 申 請 に 基 づ き ， 主 任 者
の 同 意 の も と に 室長が承認 し た う え で 登録 す る 。
3 室 長 は ， 前 項 の 承 認 を 行 う に あ た り ， 業 務従事者 と
し て 申 請 し た 者 に 対 し 第 3 1 条 に 定 め る 教育及び訓練並
び に 第 32条 に 定 め る 健康 診 断 を 実施 さ せ， そ の 結 果 を
照査 し な け れ ば な ら な い 。
（健康 管 理 医）
第 14 条 健康管理 医 は ， 第32条 に 規定 す る 健康 診 断 を 実
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施 す る 。
2 健 康 管 理 医 は ， 富 山 大学保健管理セ ン タ ー 職 員 （医
師 で あ る 者 に 限 る 。 ） 及 び学 校 医の の う ち か ら 学長が
指 名 若 し く は 委 嘱 す る 。
第 3 章 管 理 区 域
（管理 区域）
第 1 5 条 室 長 は ， 放射線 障 害 防 止 の た め ， 施行規則第 1
条 第 1 号 に 定 め る 場所 及 びそ の 他放射線障害 の お そ れ
の あ る 場 所 を 管 理 区 域 （以下「管理 区 域 」 と い う 。 ）
と し て指定す る 。
2 前項 で 指 定す る 管理 区域 に お け る 作業基準は， 別 に
定 め る 放射線安全作業基準 に よ る 。
3 管 理 区 域 責 任 者 は ， 次の 各 号 に 掲 げ る 者以外 の 者 を
担 当 す る 管理 区 域 に 立 ち 入 ら せ て は な ら な い 。
( 1 )  業務従事者 と し て 登 録 さ れ た 者
(2) 一 時 立 入者 と し て ， 主 任 者 又 は 室 長 が認 め た 者
（管理 区 域 に 係 る 線量等）
第 1 5条 の 2 管 理 区域 に 係 る 外部放射線 の 線 量 ， 空気中
の 放射性同 位 元 素 の 濃度 及び放射性同 位 元 素 に よ っ て
汚 染 さ れ る 物 の 表 面 の 放射性同 位 元 素 の密度 は ， 次の
と お り と す る 。
( 1 )  外部放射線 に 係 る 線量 に つ い て は ， 実 効 線 量 が 3
月 間 に つ き 1 .3 ミ リ シ ー ベル ト
(2)  空気中の 放射性同 位 元 素 の濃度 につ い て は ， 3 月
間 に つ い て の 平均濃度 が 空気中濃度 限 度 の 1 0分 の 1
(3)  放 射性同位元 素 に よ っ て 汚 染 さ れ る 物 の 表 面 の 放
射性同 位 元 素 の 密度 に つ い て は ， 表 面 汚 染密度 の 1 0
分 のl
(4) 第 1 号及び第 2 号 の 規定 に か か わ ら ず， 外部放射
線 に 被ば く す る お そ れ が あ り ， か つ ， 空気中 の 放 射
性 同 位元 素 を 吸入 摂 取 す る お そ れ の あ る と き は ， 第
1 号 に 規定 す る 実効 線 量 に 対 す る 割 合 と 第 2 号 に 規
定 す る 空気中の 放 射性同 位 元 素 の濃度 に 対 す る 割 合
の 和 が 1 と な る よ う な実効線量及び空気中の放射性
同 位 元 素 の 濃度
（管理 区 域 に 関 す る 遵守事項）
第16条 管理 区 域 に 立 ち 入 る 者 は ， 次の 各 号 に 掲 げ る 事
項 を 遵守 し な け ればな ら な い 。
( 1 ) 定 め ら れ た 出 入 口 か ら 出 入 り す る こ と 。
(2)  管 理 区 域 内 に 立 ち 入 る と き は ， 所 定 の 用 紙 に 必 要
事項 を 記 入す る こ と 。
(3) 放射線測定器 を 指 定 さ れ た 位 置 に 着用 す る こ と 。
(4 )  管 理 区 域 内 に お い て飲食， 喫煙 を 行 わ な い こ と 。
(5) 業務従事者 は ， 主 任 者が放射線障害 を 防 止 す る た
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め に 行 う 指示 ， そ の 他 施 設 の 保安 を 確 保す る た め の
指 示 に 従 う こ と 。
(6)  一 時 立 入 者 は ， 室 長 ， 主 任 者 及 び管理 区 域 責 任 者
が放射線障 害 を 防 止す る た め に 行 う 指示， そ の 他施
設 の 保安 を 確保す る た め の 指示 に 従 う こ と 。
2 密封 さ れ て い な い 放 射性 同 位元 素 を 取 り 扱 う 管理 区
域 に 立 ち 入 る 者及 び密封 さ れ て い な い 放射性同 位 元 素
を 取 り 扱 う 業務 従 事 者 は ， 前項 各 号 に 定 め る も の の ほ
か ， 次の 各 号 に 掲 げ る 事項 を 道守 し な け ればな ら な い 。
( 1 )  専用 の作業衣， 作 業靴， そ の 他必 要 な 保 護 具 等 を
着用 し ， か つ ， こ れ ら の も の を 着用 し て みだ り に 管
理 区域 の 外 に 出 な い こ と 。
(2) 放射性同位元 素 を 体 内 摂 取 し た と き ， 又 は そ の お
そ れ が あ る と き は， 直 ち に管理 区域責任者 に 連絡 し ，
そ の 指 示 に 従 う こ と 。
(3) 退 出 す る と き は ， 身体， 衣服等 の 汚染検査 を 行 い ，
汚 染 が検 出 さ れ た 場 合 は 管 理 区 域 責 任 者 に 連 絡 す
る と と も に ， 直 ち に 除 染 の た め の 措 置 を 取 る こ と 。
ま た ， 汚染 除 去 が 困 難な 場 合 は ， 主 任 者 に 連絡 し ，
そ の 指 示 に 従 う こ と 。
3 室 長 は ， 管 理 区 域 の 入 口 の 目 に つ き やす い 場 所 に 取
扱 い に 係 る 注意事項 を 掲 示 し ， 管 理 区域 に 立 ち 入 る 者
に 遵守 さ せ な け ればな ら な い 。
第 4 章 維持及び管理
（巡視及び点検）
第 1 7条 管理 区 域 責 任 者 は ， 別 表 1 に 掲 げ る 項 目 に つ い
て ， J.llJに 定 め る 点検 ・ 維 持 管 理 要 領 に よ り ， 定期 的 に
放射線施 設 の 巡視， 点 検 を 行 わ な ければな ら な い 。
2 管理 区 域 責 任 者 は ， 前 項 の 巡 視 ， 点検 の 結果， 異常
を 認 め た と き は ， 修理等必要 な 措置 を 講 じ な け れば
な ら な い 。
（ 自 主点検）
第四条 管理 区 域 責 任 者 は 別 表 2 に 掲 げ る 項 目 に つ い
て ， 別 に 定 め る 点検 ・ 維持管理 要 領 に よ り ， 毎 年 1 回
以 上 使用 施 設等 に 係 る 自 主 点検 を 行 わ な ければな ら な
い 。
2 管理 区 域 責 任 者 は ， 前 項 の 自 主点検 の 結果， 異 常 を
認 め た と き は ， そ の 状況及び原 因 を 調 査 し ， 修理等必
要 な 措 置 を 講 じ な け ればな ら な い 。
3 室長及び主任者は， 前 項 の 調 査 の 結果， そ の 異 常 が
使 用 施 設等 に 係 る 保安 に重 大 な 影 響 が あ る と 認 め る と
き は ， 学長 に 通報 し な け ればな ら な い 。
4 管理 区 域 責 任 者 は ， 自 主点検 を 終 え た と き は ， そ の
結 果 に つ い て ， 主 任者 を 経 由 し て 学 長 に 報告 し な け れ
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ばな ら な い 。
（修理， 改造）
第 1 9条 管理 区 域 責任 者 は ， それぞれ担 当 す る 区 域 の 設
備 ， 機器等 に つ い て ， 修理， 改 造 ， 除 染 等 を 行 う と き
は ， そ の 実施計画 を 作成 し ， 主任者及び学長 の 承 認 を
受 け な ければな ら な い 。 た だ し ， 保安上特 に 影 響 が軽
微 と 認 め ら れ る も の につ い て は こ の 限 り で は な い 。
2 室 長 は ， 前 項 の 承認 を 行 お う と す る と き に お い て，
必 要 が あ る と 認 め る と き は， そ の 安 全性， 安全対策等
を 安 全 委員会 に 諮 問 す る も の と す る 。
3 管理 区 域 責 任 者 は ， 第1項 の 修理， 改造， 除 染等 を
終 え た と き は， そ の 結 果 につ い て 主任 者 を 経 由 し て 学
長 に 報告 し な ければな ら な い 。
第 5 章 使 用
（密封 さ れ て い な い 放射性同 位 元 素 の 使 用 ）
第 2 0 条 密封 さ れ て い な い 放 射性同 位 元 素 （以下 「非密
封放射性同 位 元 素 」 と い う 。 ） を 使 用 す る 者 は ， 室 長
の 管 理 の も と に 次の 各 号 に 掲 げ る 事項 を遵守 し な け れ
ばな ら な い 。
( 1 ) 非密封放射性 同 位元 素 の 使用 は ， 別 に 定 め る 放射
線 安 全 作 業 基準 に 従 っ て作業室 に お い て 行 い ， 許 可
使 用 数 量 を 超 え な い こ と 。
(2) 排気設備 が 正 常 に 動作 し て い る こ と を 確認す る こ
と 。
(3)  吸 収剤， 受 け 皿 の 使 用 等汚 染 の 防止 に 必 要 な 措 置
を 講 ず る こ と 。
(4) し ゃ へ い 壁， そ の 他 し ゃ へ い 物 に よ り 適切 な し ゃ
へ い を 行 う こ と 。
(5) 遠隔操作装 置 ， か ん 子等 に よ り ， 線源 と の 間 に十
分な距離 を 設 け る こ と 。
(6) 放射線 に 被 ば く する時 間 を で き る だ け 少 な く す る
こ と 。
(7 )  管 理 区域 に お い て は ， 専 用 の 作業衣， 保 護 具 等 を
着 用 し て 作 業 す る こ と 。 ま た ， こ れ ら を 着 用 し て み
だ り に 管 理 区 域 か ら 退 出 し な い こ と 。
(8) 作 業 室 か ら 退 出 す る と き は， 人体及び作業衣， は
き 物， 保 護 具 等 人体 に 着 用 し て い る 物 の 汚 染 を 検査
し ， 汚 染 が あ っ た 場 合 は 除去 す る こ と 。
(9) 表 面 の 放 射性同位 元 素 の 密度 が表面密度 限 度 を 超
え て い る も の は ， み だ り に 作業 室 か ら 持 ち 出さな い
こ と 。
(10) 表 面 の 放射性同位元素 の密度が表面密度 限 度 の 1 0
分の 1 を 超 え て い る も の は， み だ り に 管 理 区 域 か ら
持 ち 出 さ な い こ と 。
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ω 非密封放射性同 位 元 素 の 使用 中 に そ の 場 を 離 れ る
場 合 は ， 容 器 及 び使用 場 所 に 所定 の 標 識 を 付 け， 必
要 に 応 じ て柵等 を 設 け ， 注意事項 を 明 示す る 等， 事
故 発 生 の 防止 措 置 を 講ず る こ と 。
2 放射性同 位元 素 の 使用 に あ た っ て は ， あ ら か じ め 使
用 に 係 る 放 射性同 位元 素使用 計画書 を 作成 し ， 主任者
及び室 長 の 承 認 を 受 け な け ればな ら な い 。
（密封 さ れ た 放 射性同 位 元 素 の 使 用 ）
第21条 密封 さ れ た 放射性同位元 素 （以下 「密封放射性
同 位元 素 J と い う 。 ） を 使 用 す る 者 は ， 取 扱 責 任 者 の
管 理 の も と に ， 次 に 掲 げ る 事項 を遵守 し な ければな ら
な い 。
( 1 )  使 用 に 際 し て ， 放射線測定器 に よ り 密封状態 が正
常 で あ る こ と を 確認す る こ と 。
( 2) し ゃ へ い 壁そ の 他 し ゃ へ い 物 に よ り 適切 な し ゃ へ
い を 行 う こ と 。
(3)  遠隔操作装 置 ， か ん 子等 に よ り ， 線源 と の 聞 に 十
分な距離 を 設 け る こ と 。
(4) 放射線 に 被ば く す る 時 間 を で き る だ け 少 な く す る
こ と 。
(5) 管 理 区 域 に お い て は ， 専用 の 作 業 衣 ， 保 護 具 等 を
着用 し て 作 業 す る こ と 。 ま た ， こ れ ら を 着用 し て み
だ り に 管 理 区 域 か ら 退 出 し な い こ と 。
(6) 密封放射性同 位 元 素 の 使用 中 に そ の 場 を 離 れ る 場
合 は ， 容器及び使用 場 所 に 所 定 の 標 識 を 付 け ， 必 要
に 応 じ て柵等 を 設 け ， 注意事項 を 明 示す る 等， 事 故
発 生 の 防 止措 置 を 講ず る こ と 。
(7) 線 源 を 移動 し て 使用 す る 場合 は， 使 用 後直 ち に そ
の 線源 の紛失， 漏 え い 等 異 常 の 有無 を 放射線測定機
器 に よ り 点検 し ， 異 常 が判 明 し た 場 合 は ， 探査そ の
他放射線障害 を 防止す る た め 必 要 な 措置 を 講 じ ず る
こ と 。
(8) 機 器 に 装 備 さ れ た 線源 を 使用 す る 場合 は ， 線 源 を
機 器 に 固定 し た ま ま で 使 用 す る こ と 。
第 6 章 保管， 運搬及び廃棄
（保 管）
第22条 放射性同 位 元 素 は 所 定 の 容 器 に 入れ ， 所 定 の 貯
蔵 室 又 は 貯蔵箱 に 入 れて貯蔵す る こ と 。
2 貯 蔵 室 文 は 貯 蔵 箱 に は ， そ の 貯 蔵能 力 を 超 え て 放射
性同位元 素 を 貯 蔵 し な い こ と 。
3 貯 蔵 箱 及 び 耐 火性 の 容 器 は 放射性同 位 元 素 を 保管 中
に ， こ れ を み だ り に 持 ち 運 ぶ こ と が で き な い よう に す
る た め の 措置 を 講ず る こ と 。
4 非密封放射性同 位 元 素 を 貯蔵 箱 に 保管す る 場合 は ，
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容器の転倒， 破損等を考慮し， 吸収剤， 受皿を使用す
る等， 貯蔵室内又は貯蔵箱内に汚染が拡大しないよう
な措置を講ずること。
5 密封放射性同位元素であって機器に装備されている
ものは， 装備した状態で保管し， シャッタ一機構のあ
るものは， 保管中容器のシャッターを閉止すること。
6 貯蔵施設の目につきやすい場所に， 放射線障害の防
止に必要な注意事項を掲示すること。
（管理区域における運搬）
第23条 管理区域において放射性同位元素等を運搬しょ
うとするときは， 危険物との混載禁止， 転倒， 転落等
の防止， 汚染拡大の防止， 被ぱくの防止， その他保安
上必要な措置を講じなければならない。
（学内における運搬）
第24条 学内において放射性同位元素等を運搬しようと
するときは， 前 条に規定する措置に加えて， 次の各号
に掲げる措置を講じるとともに， あらかじめ主任者及
び室長の承認を受けて行なわなければならない。
(1) 放射性同位元素等を収納した輸送容器は， 運搬中
に予想される温度及び内圧の変化， 振動等により亀
裂， 破損等が生じるおそれのないように措置するこ
と。
(2) 表面汚染密度については 搬出物の表面の放射性
同位元素の密度が表面密度限度の1 0分の1を超えな
いようにすること。
(3) 1 センチメートル線量当量率については， 搬出物
の表面において2 ミリシーベルト毎時を超えず， か
つ， 搬出物の表面から1メートル離れた位置におい
て1 00マイクロシーベルト毎時を超えないよう措置
すること。
(4) 運搬経路を限定し， 見張人の配置， 標識等の方法
により関係者以外の者の接近及び運搬車両以外の通
行を制限すること。
(5)  車両で運搬する場合は， 運搬車両の速度を制限し，
必要な場合には伴走車を配置すること。
(6) 監督者を同行させ， 保安のため必要な監督を行わ
せること。
(7) 車両及び輸送容器表面に標識をつけること。
(8) その他関係法令に基づき実施すること。
（学外における運搬）
第25条 学外において放射性同位元素等を運搬しようと
するときは， 主任者及び室長を経て学長の承認を受け
るとともに， 関係法令に定める基準に適合する措置を
講じなければならない。
報 第439号
（廃 棄）
第26条 非密封放射性同位元素等の廃棄は， 次の各号に
従って行わなければならない。
(1) 固体状の放射性廃棄物は， 不燃性及び可燃性に区
分し， それぞれ専用の廃棄物容器に封入し廃棄物保
管室に保管廃棄すること。 ただし， 動物に係る放射
性廃棄物は， 乾燥処理を行った後， 所定の廃棄物容
器に入れ廃棄物保管室に保管廃棄すること。
(2) 液体状の放射性廃棄物は， 所定の放射能レベルに
分類し， 保管廃棄又は排水設備により排水口におけ
る排水中の放射性同位元素の濃度を濃度限度以下と
し排水すること。 ただし， 有機廃液は， 焼却可能な
有機廃液とその他の有機廃液に区別して収集し， 所
定の廃棄物容器に入れ廃棄物保管室に保管廃棄する
こと。
(3）気体状の放射性廃棄物は 排気設備により排気口
における排気中の放射性同位元素の濃度を濃度限度
以下として排気すること。
2 ・放射性有機廃液を焼却炉により焼却する場合は， 次
の各号に従って行わなければならない。
(1) 焼却処理はaH. 14C, 32P, ass及び45 c aのみ
を含んだ有機廃液に限ること。
(2) 放射性有機廃液の上限濃度の目標値は， 次の値と
すること。
① aH. 14C, assについては37メガベクレル／
m 
② 32P, •sc a については3.7メガベクレル／ma
(3) 焼却炉の運転は， 室長の管理のもとに行うこと。
(4) 室長は， 焼却炉の安全運転， 保守点検， 廃棄作業，
異常時及び危険時の措置に必要な教育訓練を受けた
者の中から運転担当者及び保守点検担当者を選任す
ること。
(5 )  焼却炉の運転は別に定める放射性有機廃液の焼却
に関する安全管理要領に従って行い， 異常が発生し
た場合は， 直ちに運転を停止し主任者に報告すると
ともに適切な措置を講じなければならない。
(6) 焼却炉は別に定める放射性有機廃液の焼却に関す
る安全管理要領に基づき定期的に点検するとともに，
運転前においても所定の点検を行い， 異常を認めた
場合は適切な措置を講じなければならない。
3 密封放射性同位元素の廃棄は， 廃棄業者に引き渡す
ことによって行わなければならない。
（保管状況の調査）
第27条 取扱責任者は， 毎 年 1 回以上， 所管する放射性
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同位元素の保管量及び保管の状況の調査を行い， 核種
毎の保管量及び保管の状況を取りまとめ， その結果を
主任者及び室長に報告しなければならない。
第7章 測 定
（放射線測定器の保守）
第28条 室長は， 安全管理に係る放射線測定器について
常に正常な機能を維持するように保守しなければなら
ない。
（場所の測定）
第29条 室長は， 放射線障害のおそれのある場所につい
て， 放射線の量及び放射性同位元素による汚染の状況
の測定を行い， その結果を評価し， 記録しなければな
らない。
2 放射線の量は， 原則として1センチメートル線量当
量率又は1センチメートル線量当量について放射線測
定器を使用して行わなければならない。
3 非密封放射性同位元素取扱施設の測定は， 次の各号
に従い行わなければならない。
(1) 放射線の量の測定は使用施設， 貯蔵室， 廃棄物保
管室， 管理区域境界及び総合実験室の境界並びに本
学の境界について別に定める作業環境測定要領に従
い行うこと。
(2) 放射性同位元素による汚染の状況の測定は， 作業
室及び廃棄作業室， 汚染検査室， 廃棄設備の排気口，
排水設備の排水口及び管理区域境界について別に定
める作業環境測定要領に従い行うこと。
(3) 実施時期は取扱開始前に1回， 取扱開始後にあっ
ては， 1月を超えない期間毎に1回行うこと。 ただ
し， 排気口又は排水口における測定は， 排気又は排
水のつど行うこと。
4 密封放射性同位元素取扱施設の測定は， 次の各号に
従い行わなければならない。
(1) 放射線の量の測定は使用施設， 貯蔵施設， 管理区
域境界及び総合実験室の境界並びに本学の境界につ
いて別に定める作業環境測定要領に従い行うこと。
(2) 実施時期は取扱開始前に1回， 取扱開始後にあっ
ては， 1月を超えない期間ごとに1回行うこと。
5 前4項の測定は， 次の各号に掲げる項目について測
定結果を記録し， 保存しなければならない。
(1 ) 測定日時
(2) 測定場所
(3) 測定をした者の氏名
(4) 放射線測定器の種類及び形式
(5) 測定方法
報 第439号
(6) 測定結果
6 前項の測定結果は， 室長が5年間保存するものとす
る。
（個人被ばく線量の測定）
第 30条 取扱責任者及び室長は， 管理区域に立ち入る者
に対して適切な放射線測定器を用いて， 次の各号に従
い個人被ばく線量を測定しなければならない。 ただし，
放射線測定器を用いて測定することが著しく困難な場
合は， 計算によってこれらの値を算出することとする。
(1) 放射線の量の測定は， 外部被ぱく線量及び内部被
ばく線量について行うこと。
(2) 放射線業務従事者の一定期間内における線量限度
は， 次のとおりとする。
① 平成1 3年4月1日以後5年ごとに区分した各期
聞につき100ミリシー ベルト
② 4月1日を始期とする1 年間につき50ミリシー
ベルト
③ 女子 （妊娠する可能性がないと診断された者，
妊娠の意志のない旨を学長に書面で申し出た者及
び妊娠中の者を除く） については， 4月1日， 7 
月1日， 10月1日及び1月1日を始期とする各3
月間につき5ミリシーベルト
④ 妊娠中の女子については， 第 1号及び第 2号で
規定するほか， 本人の申し出等により学長が妊娠
の事実を知ったときから出産までの聞につき， 人
体内部に摂取した放射性同位元素からの放射線に
被ばくすること （以下「内部被ばく」 という。）
について1 ミリシーベルト
(3) 測定は胸部 （女子は腹部 （妊娠の可能性がないと
診断された者， 妊娠の意志のない旨を学長に書面で
申し出た者にあっては胸部） ） について1センチメー
トル線量当量及び70マイクロメートル線量当量を測
定すること。 ただし， 人体部位を「頭部及びけい部」，
「胸部及び上腕部J ， 「腹部及び大たい部jに分けた
とき， 最大被ばく部位が「胸部及び上腕部」 （女子
は「腹部及び大たい部J （妊娠の可能性がないと診
断された者， 妊娠の意志のない旨を学長に書面で申
し出た者は「胸部及び上腕部」） ） 以外の場合は， 当
該部分についても測定する。 また， 最大被ばく部位
が上記3部位以外の場合は． 当該部位についても70
マイクロメートル線量当量を測定する。
(4) 放射性同位元素を誤って吸入摂取又は経口摂取し
たとき及び吸入摂取又は経口摂取するおそれのある
場所に立ち入る者は3月 （本人の申し出等により学
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長 が 妊娠 の 事 実 を 知 る こ と と な っ た 女子及び 1 月 に
受 け る 実効 線 量 が 1 .7 ミ リ シ ー ベ ル ト を 超 え る お そ
れ の あ る 女子 は 1 月 ） を 超 え な い 期 間 ご と に 1 回行
う 。 た だ し ， 一 時 的 に 立 ち 入 る 者で あ っ て放射線業
務従事者で な い も の は 内 部被ぱ く が実効線量 に つ い
て 1 00 マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト を 超 え る お そ れ の な い と
き は こ の 限 り で な い 。
(5) 測 定 は 管 理 区域 に 立 ち 入 る 者 に つ い て ， 管 理 区 域
に 立 ち 入 っ て い る 間 継 続 し て 行 う 。 た だ し ， 一 時 的
に 立 ち 入 る 者で あ っ て放射線業務従事者 で な い も の
は ， 外部被ば く 及 び 内 部被 ぱ く が実効線量 に つ い て
1 00 マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト を 超 え る お そ れ の な い と き
（計算等 に よ り 確認 で き る 場合） は こ の 限 り で な い 。
(6) 放射線業務従 事 者 の 身体組織 に 係 る 一定 期 間 内 に
お け る 線量 限 度 は ， 次 の と お り と す る 。
① 眼 の 水 晶体 に つ い て は ， 4 月 1 日 を 始 期 と す る
1 年 間 に つ き 1 50 ミ リ シ ー ベ ル ト
② 皮 膚 に つ い て は ， 4 月 1 日 を 始 期 と す る 1 年 間
に つ き 50 0 ミ リ シ ー ベ ル ト
③ 妊 娠 中 で あ る 女 子 の 腹部表面 に つ い て は， 同 条
第 2 号 ④ に 規定す る 期 間 に つ き 2 ミ リ シ ー ベ ル ト
(7) 次 の に 掲 げ る 項 目 に つ い て 測 定 結 果 を 記 録す る こ
と 。
① 測定対象者 の 氏 名
② 測 定 を し た 者 の 氏 名
③ 放射線測 定 器 の 種 類 及 び 形 式
④ 測定方法
⑤ 測定部位及び測定結果
(8) 前 号 の測定結果 に つ い て は， 4 月 1 日 ， 7 月 1 日 ，
1 0 月 1 日 及び 1 月 1 日 を 始期 と す る 各 3 月 間 ， 4 月
1 日 を 始 期 と す る 1 年 間 並 び に 女子 に あ っ て は 毎 月
1 日 を 始期 と す る 1 月 聞 に つ い て ， 当 該期 間 毎 に 集
計 し 記録 す る こ と 。
(9) 第 7 号 の 測定 結 果 か ら 実効 線 量及 び等価線 量 を 算
定 し ， 次 に 掲 げ る 項 目 に つ い て 記録す る こ と 。
① 算 定 年 月 日
② 対 象者 の 氏 名
③ 算 定 し た 者 の 氏 名
④ 算定対象期 間
⑤ 実効線量
⑥ 等価線量及び組織名
⑦ 累 積実効線量
(10) 前 号 の 算 定 は ， 4 月 1 日 ， 7 月 1 日 ， 1 0 月 1 日 及
び 1 月 1 日 を 始 期 と す る 各 3 月 間 ， 4 月 1 日 を 始期
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と す る 1 年 間 並 び に 女子 に あ っ て は 毎 月 1 日 を 始 期
と す る 1 月 間 に つ い て ， 当 該期 間 毎 に 行 い 記録 す る
こ と 。
ω 前 号 に よ る 実効 線 量 の 算 定 の 結果， 4 月 1 日 を 始
期 と す る 1 年 間 に つ い て の 実効 線 量 が20 ミ リ シ ー ベ
ル ト を 超 え た 場 合 は ， 当 該 1 年 間 以 降 は ， 当 該 1 年
間 を 含 む 文 部科学大 臣 が 定 め る 期 間 の 累 積実効線量
（前 号 に よ り 4 月 1 日 を 始期 と す る 1 年 間 ご と に 算
定 さ れ た 実効 線 量 の 合 計 を い う 。 ） を 当 該 期 間 に つ
い て ， 毎 年度 集 計 し ， 集 計 の 都度 次 の 項 目 に つ い て
記録す る こ と 。
① 集 計 年 月 日
② 対 象 者 の 氏 名
③ 集 計 し た 者 の 氏 名
④ 集 計 対 象 期 間
⑤ 累 積実効線量
回 当 該測 定 の 対 象 者 に 対 し ， 第 7 号 か ら 前 号 ま で の
記録 の 写 し を 記録 の 都度 交 付す る こ と 。
(13) 第 7 号 か ら 第 1 1 号 ま で の 記 録 を 保 存 す る こ と 。 た
だ し ， 当 該記 録 の 対 象者が業務従事者で な く な っ た
場 合 又 は 当 該記 録 を 5 年 間保存 し た 後 に お い て こ れ
を 文部科学大 臣が指定す る 機関 に 引 き 渡す と き に は，
こ の 限 り で な い 。
2 室 長 は ， 前 項 の 測定 結 果 及 び実効線量 の 算 定 結 果 に
基 づ き ， 使用 施設等 に お け る 1 年 間 の 業務従事者 の 個
人 実 効 線 量 分布 を 作成 し 安 全 委員 会 に 報告 し な け れ
ばな ら な い 。
第 8 章 教育及び訓練
（教育及び訓練）
第31条 室 長 は ， 放射性 同 位 元 素等 の 取 扱 い 業務 に 従 事
す る 者 に 対 し ， こ の 規 定 の 周 知 を 図 る ほ か ， 放射線
障害 の 発 生 を 防止 す る た め に 必 要 な 教 育 及 び訓 練 を 実
施 し な け ればな ら な い 。
2 前 項 の 規定 に よ る 教 育 及 び 訓 練 は ， 次 の 各 号 に 定 め
る と こ ろ に よ る 。
(1) 実施時期 は 次 の と お り と す る 。
① 業務従事者 と し て 登 録す る 前
② 初 め て 管 理 区 域 に 立 ち 入 る 前 及 び取 扱 い 業 務 に
従事す る 前
③ 管 理 区域 に 立 ち 入 っ た後及び取 り 扱 い 業務 の 開
始後 に あ っ て は 1 年 を 超 え な い 期 間 ご と 。
(2 )  前号①及び② に つ い て は ， 次 に 掲げ る 項 目 及 び時
間 数 を ， ま た ③ に つ い て は ， 次 に 掲げ る 項 目 を 実 施
す る こ と 。
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① 放射線 の 人体 に 与 え る 影響 30分 間 以 上
② 放射性 同 位 元 素 の 安全 取 扱 い 4 時間 以 上
③ 放 射 線 障 害 の 防 止 に 関す る 法 律 1 時 間 以 上
④ 放 射 線 障 害 予 防 規 定 30分 間 以 上
⑤ そ の 他放 射 線 障 害 防 止 に 関 し て 必 要 な 事項
3 前 項 の 規 定 に か か わ ら ず前項第 2 号 に 掲 げ る 実施項
自 に 関 し て 十 分 な 知 識及び技能 を 有 し て い る と 認 め ら
れ る 者 に 対 し て は ， 教育及び訓 練 の 一 部 を 省 略す る こ
と がで き る 。
4 主 任 者 又 は 室 長 は， 管 理 区 域 に 一 時的 に 立 ち 入 る 者
を 一時 立 入者 と し て 承 認す る 場合 は， 当 該立入者 に 対
し て 放射線障害 の 発 生 を 防止す る た め に 必 要 な 注意 事
項 を 熟知 さ せ な け ればな ら な い。
5 主 任 者 は ， 教 育 及 び訓 練 を 実施 し た と き は ， そ の 都
度実施結果 を 記録 す る と と も に ， 室 長 に 報告 し な け れ
ばな ら な い 。
第 9 章 健 康 診 断
（健康診断）
第32条 室 長 は ， 業務従事者 に 対 し て 次 の 各号 に 定 め る
と こ ろ に よ り ， 健康管理医 を も っ て 健 康 診断 を 実 施 し
な け ればな ら な い 。
( 1 ) 実施時期 は 次 の と お り と す る 。
① 業務従事者 と し て 登録 す る 前 又 は 初 め て 管 理 区
域 に 立 ち 入 る 前
② 管 理 区 域 に 立 ち 入 っ た 後 に あ っ て は 1 年 を 超 え
な い 期 間 ご と 。
(2) 健 康 診 断 は 問診及び検査 又 は検 診 と す る 。
(3) 問 診 は 放 射 線 の 被 ば く 歴及 びそ の 状 況 に つ い て行
う こ と 。
(4） 検 査 又 は 検 診 は 次 の 部位 及 び項 目 に つ い て 行 う こ
と 。 た だ し ， ①か ら ③ に つ い て は ， 医 師 が 必 要 と 認
め る 場 合 に 行 う こ と と す る 。
① 末 し よ う 血液 中 の 血色 素 量 又 は ヘ マ ト ク リ ッ ト
値， 赤 血 球 数 ， 白 血球 数 及 び 白 血球百分率
② 皮 膚
③ 眼
④ そ の 他文部科学大 臣が定 め る 部位 又 は 項 目
2 室 長 は ， 人 事院規則 1 0 - 4 第 1 9条第 1 項 の 健康 診 断
及び第20条第 2 項 の特別定期健康診断 を行 う も と す る 。
た だ し ， 前 項 の 問診及び検査 文 は検 診 に あ っ て ， 類似
の 検査項 目 に つ い て ， こ の 規 定 の 次 の 項 目 に よ る と こ
ろ と す る 。
( 1 ) 健康診断 の 項 目
① 被ば く 経 歴 の 評 価
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② 末 し よ う 血 液 中 の 白 血球数及び 白 血球百分 率 の
検査
③ 末 し よ う 血 液 中 の 赤 血 球 数 及 び血色 素 量 文 は ヘ
マ ト ク リ ッ ト 値 の 検査
④ 白 内 障 に 関 す る 眼 の 検 査
⑤ 皮 膚 の 検査
(2) 前 号 の 健 康 診 断 に つ い て は ， 使用 す る 線源 の 種類
等 に 応 じ て 前 号 ④ に 掲げ る 検 査項 目 を 省 略す る こ と
が で き る 。
(3) 特 別 定 期 健 康 診 断 は ， そ の 業 務 に 従事 し た 後 6 月
を 超 え な い 期 間 ご と に 1 回 行 わ な ければな ら な い 。
(4)  第 1 号 に 規定 す る 特別 定期 健 康 診 断 の検査項 目 の
う ち ， ② か ら ⑤ ま で に 掲 げ る 検査項 目 に つ い て は ，
当 該特 別 定 期 健康 診 断 を 行 お う と す る 日 の 属 す る 年
度 の 前年度 の 実効線量が 5 ミ リ シ ー ベ ル ト を 超 えず，
か つ ， 当 該特 別 定 期健 康診 断 を 行 お う と す る 日 の 属
す る 年度 の 実効 線 量 が 5 ミ リ シ ー ベ ル ト を 超 え る お
そ れ の な い 教 職 員 に あ っ て は ， 健康管理 医 が必要 と
認 め る と き に 限 り そ の 全部又は一部を行 う も の と し ，
そ れ以外 の 教 職員 に あ っ て は ， 健康管理 医 が 必 要 で
な い と 認め る と き は ， そ の 全 部 又 は 一 部 を 省略 す る
こ と が で き る 。
3 室 長 は ， 前 各 号 の 規定 に か か わ ら ず， 業務従事者が
次 の 各 号 の ー に 該 当 す る 場合 は ， 遅滞な く そ の 者 に 対
し 健康 診 断 を 行 わ な ければな ら な い 。
( 1 )  放射性 同 位元 素 を 誤 っ て 摂 取 し た 場 合 。
( 2 )  放 射性 同 位 元 素 に よ り 表 面 密 度 限度 を 超 え て 皮 膚
が 汚 染 さ れ， 又 は 汚 染 さ れ た お そ れ の あ る 場合 。
( 3 )  放射性 同 位 元 素 に よ り 皮 膚 の 創 傷 面 が汚 染 さ れ，
そ の 汚 染 を 容 易 に 除 去す る こ と が で き な い 場合 。
( 4 )  実 効 線 量 限 度 又 は等価線量限度 を 超 え て 放 射 線 に
被ば く し ， 又 は 被ば く し た お そ れ の あ る 場合 。
4 室 長 は ， 次 の 各号 に 従 い 健康 診 断 の 結果 を 記 録 し な
ければな ら な い 。
( 1 ） 実施年 月 日
(2） 対 象 者 の 氏 名
(3) 健康診断 を 実施 し た 医師 名
(4) 健 康 診 断 の 結 果
(5) 健 康 診 断 の 結 果 に 基 づ い て 講 じ た 措 置
5 健 康 診 断 の 結 果 は ， 室 長 が 永 久 に 保 存 す る と と も に
実 施 の 都度 記 録 の 写 を 対象 者 に 交付 し な ければな ら な
し ミ 。
（放射線障害 を 受 け た 者等 に 対す る 措置 ）
第 3 3 条 室 長 は ， 業務従事者が放射線 障害 を 受 け 文 は 受
-1 9 -
平成13年8月 学
け た お そ れ の あ る 場合 に は， 主任者及び保健管理 セ ン
タ 一等 と 協 議 し そ の 程度 に 応 じ ， 管 理 区 域へ の 立 ち 入
り 時 間 の 短縮， 立 入 禁 止 ， 配 置 転換等健 康 の 保持 等 に
必 要 な 措 置 を 学長 に 具 申 し な ければな ら な い 。
2 学 長 は ， 前項 の 具 申 が あ っ た 場 合 に は， 適 切 な 措 置
を 講 じ な け ればな ら な い 。
第 1 0章 記帳及び保管
（記 帳）
第34条 室 長 は ， 使 用 ， 保管， 運搬， 廃棄， 自 主点検及
び教育並 び に 訓 練 に 係 る 記録 を 行 う 帳 簿 を 備 え 記 帳 さ
せ な ければな ら な い 。
2 前 項 の 帳 簿 に 記載す べ き 項 目 は次 の 各号 の と お り と
す る 。
(1 ) 使用
① 放射性 同 位元 素 の 種類及び数量
② 放射性 同 位 元 素 の 使用 年 月 日 ， 目 的 ， 方法及び
場所
③ 放射性 同 位元 素 の 使 用 に 従 事す る 者 の 氏 名
(2)  保管
① 放射性 同 位 元 素 の 種類及び数量
② 放射性 同 位 元 素 の 保 管 の 期 間 ， 方法及び場所
③ 放射性 同 位元 素 の 保管 に 従事 す る 者 の 氏 名
(3) 運 搬
① 学 内 文 は 学外 に お け る 放射性 同 位 元 素 の 運 搬 の
年 月 日 及び方法
② 荷 受 け 人 又 は 荷送 り 人 ， 運 搬 を 委託 さ れ た 者 及
び運搬 に 従事 す る 者 の 氏 名
(4) 廃棄
① 放 射 性 同 位 元 素 の 種類 及 び 数 量
② 放射性 同 位 元 素 の 廃 棄 の 年 月 日 ， 方 法及び場所
③ 放射性 同 位 元 素 の 廃 棄 に 従事 す る 者 の 氏 名
(5) 自 主点検
① 点検 の 実施 年 月 日
② 点検結果及び こ れ に 伴 う 措置 の 内 容
③ 点 検 を 行 っ た 者 の 氏 名
(6) 第 3 1 条 の 教 育 及 び 訓 練
① 教育及び訓 練 の 実 施 年 月 日 ， 項 目
② 教育及び訓練 を 受 け た 者 の 氏 名
3 前 項 に 定 め る 帳簿 は 各 年度 ご と に 閉 鎖 し ， 室 長 が 5
年 間 保 存 し な ければな ら な い 。
第 1 1 章 危 険 時 及び災害時 に お け る 措 置
（危 険 時 に お け る 措置 ）
第35条 放射性 同 位元 素等 に 関 し 地震， 火 災 ， 運 搬 中 の
事故等 の 災害 が 起 こ っ た こ と に よ り ， 放射線障害が発
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生 し た 場 合 又 は そ の お そ れ が あ る 場合 そ の 発 見 者 は ，
別 に 定 め る 放射線防護措 置 要 領 に 従 い ， 直 ち に 災 害 の
拡 大 防 止 ， 通報及び避難箸告等応急 の 措 置 を 講 じ な け
ればな ら な い 。
2 放射線障 害 を 防 止す る た め の 緊急 を 要す る 作業 に 従
事 す る 放射線業務従事者 （妊娠す る 可能性が な い と 診
断 さ れ た 者及び妊娠の 意 思 の な い 旨 を 学 長 に 書 面 で 申
し 出 た 者 を 除 く ） の 線 量 限 度 は ， 次 の と お り と す る 。
(1) 実 効 線 量 の 限 度 1 0 0 ミ リ シ ー ベ ル ト
(2） 等価線量 の 限度 目 の 水 晶体 に つ い て は 300 ミ
リ シ ー ベル ト ， 皮 膚 に つ い て
は 1 シ ー ベ ル ト
3 学 長 は ， 第 1 項 の 事態 が 生 じ た 場 合 は ， 次 の 事 項 に
つ い て 直 ち に 関 係 機 関 に 通報す る と と も に 遅 滞 な く 文
部科学大 臣 又 は 国 土交 通 大 臣 に 届 け 出 な け ればな ら な
い 。
(1) 発 生 日 時 及 び場所 並 び に 原 因
( 2 )  放 射 線 障 害 の 状 況
(3)  応 急 措 置 の 内 容
（災害時 に お け る 措置）
第36条 地震， 火 災 そ の 他 の 災害が起 こ っ た 場 合 に は，
別 国 立 に 定 め る 災害 時 の 連絡通報体制 に 従 い ， 管 理 区
域 責 任 者 は 別 表 1 に 掲 げ る 項 目 に つ い て 巡視 ， 点検 を
行 い 主任者及び室 長 に 報 告 し な ければな ら な い 。
2 震 度 4 以 上 の 地震及び室長が点検 を 必 要 と 認 め る 火
災 そ の 他 の 災 害 が発 生 し た 場 合 は ， 別 図 E に 基 づ き 通
報 す る と と も に ， 管 理 区 域 責 任 者 は 別 表 2 に 掲 げ る 項
目 に つ い て 点検 を 行 い ， そ の 結果 に つ い て 主 任 者 を 経
由 し て 室 長 に 報 告 し な け ればな ら な い。
第 1 2 章 報 告
（一般報告）
第37条 室 長 は ， 放射線障害 の 防止 に 関 す る 法律施行規
則第四条第 3 項 に 定 め る 放射線管理状況報 告 書 を ， 毎
年 4 月 1 日 を 始期 と す る 1 年 間 に つ い て 作成 し ， 学長
に 提 出 し な け ればな ら な い 。
2 学 長 は ， 前 項 の 報 告 書 を 当 該期 間 の 経過後 3 月 以 内
に 文部科学大 臣 に 提 出 し な け ればな ら な い 。
（報 告）
第38条 次 の 各 号 に 掲げ る 事態 の 発 生 を 発見 し た 者 は ，
別 に 定 め る 放射 線 防 護 措 置 要領 に 従 い 通 報 し な け れば
な ら な い 。
( 1 ) 放射性 同 位 元 素 等 の 盗難又 は所在不 明 が発 生 し た
場合
(2)  放射性 同位 元 素 が異 常 に 漏 え い し た 場 合
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附 則(3) 業務従事者 に つ い て 実効 線 量 限 度 文 は 等 価 線 量 限
度 を 超 え ， 又 は超 え る お そ れ の あ る 被ぱ く が発 生 し
た 場 合
こ の 規 則 は ， 平 成 5 年 3 月 1 2 日 か ら 施行 す る 。
附 則
(4) 前 各号 の ほ か 放 射 線 障 害 が 発 生 し ， 又 は 発 生す る
お そ れ が あ る 場合
こ の 規 則 は ， 平成 8 年 6 月 24 日 か ら 施行 す る 。
附 則
2 学 長 は ， 前 項 の 通知 を 受 け た と き は ， そ の 旨 を 直 ち
に ， そ の 状況 及 びそ れ に 対す る 措 置 を 1 0 日 間 以 内 に ，
そ れぞれ文部科学大 臣 に 報告 し な け ればな ら な い 。
こ の 規 定 は ， 平 成 1 3年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
別 表 1 （第 1 7 条 及 び第36条関係）
巡視及び点検項 目
設 備
1 管理 区 域 全 般
2 排気設備
3 排水設備
4 電源設備
5 空 調 設備
等
6 自 動表 示 ・ 警 報 装 置
7 フ ー ド
8 負圧状況
9 放射性廃棄物 の 処 理等 に
必 要 な 設備
1 0  そ の 他
別 表 2 （第四条 及 び第36条 関 係 ）
自 主点検項 目 及 び頻 度
区
1 位 置 等
2 主 要構造部等
3 し ゃ へ い
分
占 検 項 目
① 管 理 区 域 の 区 画 及 び 閉 鎖 設備
② 作業環境 の 状況
③ 床 及び天井等 の 状 況
④ 標 識等 の 状 況
⑤ 汚 染 検 査 設 備及び洗浄設備 の 状況
⑥ 更 衣 設備 の 状況
① 作 動 確 認
② 排気 フ ィ ル タ の 確 認
① 漏 え い の 有 無 の 目 視確 認
② 排 水 装 置 の 作 動 確 認
① 作 動 確認
① 作 動 確 認
① 作 動 確 認
① 風 量 確 認
① 負圧確認
① 作動確認
② 目 視確 認
① そ の 他必 要 と 認 め る 項 目
点 検 項 目
① 位 置
② 地崩れ の お そ れ
③ 浸 水 の お そ れ
④ 周 囲 の 状況
① 構造及び材料
① 構造及び材料
② し ゃ へ い 物 の 状 況
③ 線 量
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4 管理 区 域 ① 区 画 等
② 線 量
③ 標識等
5 作 業 室 ① 構造
② 表面材料
③ フ ー ド
④ 流 し
⑤ 換 気
⑥ 標識
6 汚 染 検 査 室 ① 位 置 等
② 構造
③ 表面材料
④ 洗浄設備
⑤ 更衣設備
⑥ 器 材
⑦ 放射線測定器
⑧ 標識
7 貯 蔵 室 ， 貯 蔵 箱 ， 貯蔵容器 ① 位 置 等
② 貯 蔵 室
③ 貯 蔵 箱
④ 貯蔵容器
⑤ 貯蔵能力
⑥ 標識
8 排気設備 ① 位 置
② 排気浄化 装 置
③ 排風機
④ 排気管
⑤ 排気 口
⑥ 標 識
9 排 水 設 備 ① 位 置 等
② 排水浄化槽等
③ 排水管
④ 標 識
1 0  廃棄作業室 ① 構造
② 表面材料
③ 流 し
④ 換 気
⑤ 標識
11  有機廃液焼却炉 ① 構 造 等
② 焼却炉
③ 標識
1 2  廃棄物保管室 ① 位 置 等
② 保管廃棄容器
③ 標識
1 3  そ の 他 ① そ の 他必要 と 認 め る 項 目
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別 図 I （第 7 条 関 係 ）
総 合 実 験 室 組 織 図
Aすdー" 長
安 全 管 理 委 員 会
保 健 管 理 セ ン タ ー
健 康 管 理 区
「一一一一
室 長
放 射 線 取 扱 主 任 者
総 合 実 験 室 運 営 委 員 会
総 合 実 験 安 全 委 員 会
管 理 区 域 責 任 者
（ 研 究 実 験 室 ， 共 通 区 域 単 位 ）
取 扱 責 任 者 （ グ ル ー プ 単 位 ）
業 務 従 事 者
別 図 II （第36条 関 係 ）
災 害 時 の 連 絡 通 報 体 制
学 長
［通報連絡体制］
｜ 
［点検連絡体制］
室 長
放 射 線 取 扱 主 任 者
取 扱 責 任 者 管 理 区 域 責 任 者
:.t: A 
（ 夜 間 時） （通常時）
（緊急時）
業 務 従 事 者 L一一一一一一一一一一一一＿＿＿J 
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入学試験実施 委 員 会 （ 7 月 3 日 ）
（審議事項）
(1)  入学者選抜試験合 否 判 定 の 過誤 に 伴 う 今 後 の 対 応
策 に つ い て
(2) 平 成 14年度富 山 大 学入学者選抜要項 （案） に つ い
て
(3) 平成 1 4 年度 富 山 大 学特 別 選 抜 学 生 募 集 要 項 （案）
に つ い て
(4) 平 成 13年度 高 等学校 （進路指導 担 当 教諭） と 富 山
大 学 と の 入学試験 に 関 す る 懇談会実施計画 （案） に
つ い て
(5)  平 成 1 3 年 度 富 山 大 学 説 明 会実 施 要 項 （案） に つ い
て
(6)  進学説 明 会 の 講 師 派遣 に つ い て
教養教育運営協議会 （ 7 月 10 日 ）
（審議事項）
(1 )  新 し い 入 学者 の た め の 受 け入れ体制 に つ い て
(2) 富 山 大学教養教育教員研修会 の 開 催 に つ い て
教養教育検討 特 別 委 員 会 （ 7 月 10 日 ）
（審議事項）
( 1 )  教養教 育 の 見 直 し に つ い て
1 . 教養ゼ ミ に つ い て
保健管理セ ン タ ー 運 営 委 員 会 （ 7 月 1 0 日 ）
（審議事項）
(1 )  平成 13年度保健管理セ ン タ ー 運 営 費 予 算 書 （案）
に つ い て
(2) 平 成 1 3年度保健管理セ ン タ ー 業務計画 （案） に つ
い て
(3) 教員 の 公募 に つ い て
入学試験実施 委 員 会 （ 7 月 10 日 ）
（審議事項）
(1)  入学者選抜 に 伴 う 体制 に つ い て
(2) 大学入試セ ン タ ー 試 験 の 5 教科 7 科 目 に つ い て
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Campus News 編 集 委 員 会 （ 7 月 1 6 日 ）
（議 事）
(1 )  Campus News の H P 掲載位置 に つ い て
(2) 関連事項 （ メ ン テ ナ ン ス 等 に つ い て）
(3)  そ の 他 （ 3 号記 事 に つ い て ）
学生生活委員会 （ 7 月 1 6 日 ）
（審議事項）
(1 )  富 山 大 学学 部 学 生 生 活 委 員 会 規 則 の 一部 改 正 に つ
い て
(2) 学 生 団 体 の 申 し 入 れ書等へ の 対応 に つ い て
(3) 寮 生 と の 話 し 合 い に つ い て
部局長会議 （ 7 月 1 7 日 ）
（審議事項）
(1 )  当 面 の 諸 課題 に つ い て
留 学 生 セ ン タ ー 運営 委 員 会 （ 7 月 25 日 ）
（審議事項）
(1 )  富 山 大 学 留 学 生 セ ン タ ー の 理念 に つ い て
(2) 平成 1 2 年 度 留 学 生 セ ン タ ー 運 営 費 の 決算 に つ い て
(3) 平成 1 3 年 度 留 学 生 セ ン タ ー 運 営 費 の 予算 に つ い て
附 属 図 書 館 運 営 委 員 会 （ 7 月 25 日 ）
（審議事項）
(1 )  平 成 1 3年 度 学生 用 図 書購入 費 の 予算執行 に つ い て
ス ペ ー ス ・ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム 事業実施委 員 会
( 7 月 26 日 ）
（議 題）
(1 )  委 員 長選 出 に つ い て
(2) 副 委 員 長 選 出 に つ い て
(3) 平 成 1 3年 度 第 1 回 ス ペ ー ス ・ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ・
シ ス テ ム 事業連絡協議会 に つ い て
(4) ス ペ ー ス ・ コ ラ ボ レ ー シ ョ ン ・ シ ス テ ム の 利 用 促
進 に つ い て
部局長会議 （ 7 月 27 日 ）
（審議事項）
(1)  文部科学省在外研究 員候補者 （若手教官） の 推 薦
平成13年8月 学
に つ い て
(2) 富 山 大 学 水 素 同 位体科学研究 セ ン タ ー 放射 線 障 害
予 防規 則 の 一部改正 に つ い て
(3) 富 山 大 学放 射 性 同 位 元 素 総合実験室放射線障害予
防規則 の 一部 改正 に つ い て
大学院委員会 （ 7 月 27 日 ）
（審議事項）
( 1 )  富 山 大 学 ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ ト リ ー 規
則 （案） に つ い て
評議会 （ 7 月 27 日 ）
（審議事項）
( 1 )  ロ シ ア 連 邦 極 東 国 立 大学 と の 大学問学術交流協定
に つ い て
ミ』
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(2 )  平成 1 2 年 度 大 学 評 価 「教育サー ビ ス 面 に お け る 社
会貢献」 の 自 己評価書 に つ い て
(3)  富 山 大 学 ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・ ラ ボ ラ ト リ ー 規
則 の 制定 に つ い て
(4) 富 山 大学低温液化室運営委員会規 則 の 一部 改 正 に
つ い て
(5)  富 山 大学低温液化室高 圧 ガ ス 危 害 予 防規程 の 制 定
に つ い て
(6)  富 山 大 学学長選考規則等 に 関 す る 検討 委 員 会 要 項
の 制定 に つ い て
( 7) 富 山 大学組織運営体制 の 整 備 に 関 す る 検討委員会
要 項 の 制定 に つ い て
(8) 富 山 大 学 の 教育業績評価 の 確 立 に 関 す る 検 討委
員 会 要 項 の 制 定 に つ い て
ミ』
富 山 大学全構成員のみな さ ま ヘ ー 現状報告 ー
平 成 1 3 年 7 月 30 日 付 け 本 学 学 内 広 報誌 「Campus NewsJ 臨 時 号 に 標 記 の 記 事 が次 の と お り 掲 載 さ れ ま し た 。
平 成 1 3年 7 月 30 日
富 山 大 学 長
6 月 25 日 に 富 山 大 学 長 名 に よ る 「富 山 大 学全構成員 の み な さ ま へ 富 山 大 学入学者選抜試験 の 合 否 判 定過誤及
びそ の 後 の 対 応 の 誤 り に つ い て （経過報告） 」 が 公 表 さ れ て 以 来， 本 日 ま で 十分 な 情報 提 供 が な さ れ て い な い こ
と に 関 し て ， 不 満 を 抱 か れて い る 方 々 も 多 い と 思わ れ ま す。 し か し ， こ の こ と に 関 し て は ， そ の 問 の 事 情 に 対 し
て の 認識 が 学 内 で 必ず し も 共有 さ れ て い な い こ と も 影響 し て い る と 推察 さ れ ま す。 ま ず こ の 点 に つ い て 説 明 い た
し ま す。
6 月 22 日 評 議 会 に 審査 委 員 会 が設 置 さ れ， そ れ を も っ て ， 継 続 的 調 査 と 調 査 に 基 づ く 審査 と は 審 査 委 員 会 に 付
託 さ れ ま し た 。 教 員 の 処 分 に 関 す る 評議 会 は 「教育公務員特例法第 9 条 に よ る 富 山 大 学評議会が行 う 審査 に 関 す
る 要項J に 基 づ き 非公 開 と さ れ て お り ま す の で， そ の 時点以降， 一 切 の 情報 は審 査 委 員 会 と 評議 会 の 管理 の 下 に
置 か れ て お り ， 調査対策委員 会 は 事実 関 係 に 関 し て 情報 提 供 が で き る 立場 に は あ り ま せ ん 。 審査委員会 は 迅 速 な
審 査 に 務 め ， 7 月 1 5 日 評 議 会 に 審査報告書 を 提 出 し ， 処 分 の 原案 を 示 し ， 評 議 会 は そ れ を 了 承 い た し ま し た 。 こ
の 処 分 に 関 し ， 本 学 と し て は 処 分 は 未 だ評議会 の 議 を 経 て お ら ず， 処 分 対 象 者 か ら の 陳 述 申 し 立 て の 可能性 も あ
る こ と か ら ， 処 分 の 種類 と 人 数 に 留 め た 発 表 を い た し ま し た が， 一部報道機 関 か ら は そ の こ と を 捉 え て 「隠蔽体
質 」 と の 批判 も あ り ま し た。 し か し ， 処 分 は 教 員 の 人権 と 身分 に 関 わ る こ と で あ り ， 適 正 な ルー ル に 則 り 行 わ れ
る べ き で あ る と の 本 学 の 立場 は 変 え て お り ま せ ん 。 調 査 対 策 委 員 会 と し て も ， 本 学 の 方 針 に 従 い ， 迅速な 情報提
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供 が で き な い 制 約 下 で ， 取 材 等 に 基 づ き 断 片 的 事 実 が お お き く 報道 さ れ る 状況 は 好 ま し い も の と は言 え ま せ んが，
今暫 く は 審 査 の 進行 を 見守 り た い と 考 え て お り ま す。
審査 の 今後 の 予 定 で す が 7 月 3 1 日 ま で は 陳 述 申 し 立 て を 行 う 期 間 が 設 定 さ れ て お り ま す。 現 段 階 で 書 面 に
よ る 申 し 立 て を 含 め 7 名 の 方 が 陳述 申 し 立 て を 請 求 さ れ て お り ま す。 7 月 27 日 の 評 議 会 は ， 評 議会 で こ の 陳 述 を
聴取す る こ と を 認 め る と 同 時 に そ の 陳述 に 基 づ い て 再 審 査 を 行 う た め の 再審査委員会 を 設置 し ま し た。 8 月 1 0 日
前 後 ま で に は 事 実 関 係 が確 定 さ れ， 最終的 に 処 分 が決 定 さ れ る 見 込 み で す 。 調 査 対 策 委 員 会 は ， そ の 直後 に で も
評 議会 に 提 出 さ れ る 審 査 報 告 書 に 基 づ い た 最終報告書 を 公表 し ま す。
み な さ ま へ の 説 明 会 は ， み な さ ま が こ の 最終報告書 を 受 理 さ れ た 後 速 や か に 開 催す る 手 筈 に な っ て い ま す。 そ
の 際 に は ， 学長 と し て 所 信 表 明 を 行 う 所 存 で す。 ま た ， 説 明 会 の 開 催が 夏 期 休 暇 期 間 に あ た っ て い る こ と か ら ，
適 当 な 時 期 を 選 択 し て 再 度 説 明 会 を 開催す る こ と も 検討 し て い ま す。
調 査 対 策 委 員 会 の 付 託 を 受 け て ， 入試実施委員 会 を は じ め と し て ， 入試実施委員会 の 下 に 設置 さ れ て い る 各専
門 委 員 会 は ， 現在精 力 的 に 入学試験体 制 の 抜本 的 見直 し の た め に 取 り 組ん で い ま す。 特 に こ の 特殊 な 状 況 下 の 重
圧 に 耐 え て ， 誠意 を 持 っ て電算処理 シ ス テ ム の 改善 策 を 検討 し て く だ さ っ て い る ， 今 年 度 の 電算処理 専 門 委 員 の
方 々 に 深 く 感 謝 申 し 上げ ま す。 来年度 の 入学試験が万 全 の 体 制 で 行 わ れ る よ う み な さ ま の 協 力 を 強 く 要 請 い た
し ま す。
人 文 学部 に お い て は ， 学 部 の 総 力 を 挙げ て 事 案 の 対応 に 取 り 組 ん で き ま し た が， こ の 間 ， 2 名 の 新 た な 合 格 者
の 方 が入学 さ れ， 7 月 1 1 日 （水） 入学式が執 り 行 わ れ ， 富 山 大 学 生 と し て の 生活 を ス タ ー ト さ れ ま し た 。 現 在 夏
期休暇期 間 を 使 っ て ， 今 年 度 前 期 分 の 授業履修が行 わ れ て い ま す。 こ れ に 関 し て は． 人 文 学部 の み な ら ず教養教
育 担 当 教 員 の 協 力 が あ っ て 初 め て 可 能 で あ っ た こ と を 申 し 添 え ま す。
人 文学 部 は 「富 山 大 学人 文 学部 入 試 合 否 判 定 過 誤 に か か わ る 支援対策基金J を 設立 し ， 人 文 学部 教 員 が 俸 給 月
額 の 3 割 を 拠 出 す る こ と に よ っ て ， 入学金 の 立 て 替 え や 奨 学金 制 度 の 設置 な ど就学援助 を 行 う と と も に ， 1 6 名 の
新 た な 合 格者 の 方 々 へ 今 回 の 不 祥事 に 対 す る お 詫び を 行 い ま し た 。 奨学金 は 一 時金 で は な く ， 就 学 中 継続 し て 支
援 が行 わ れ る た め ， 来 年 度以 降 も 募 金 活 動 が行 わ れ ま す 。
富 山 大 学 と し て も ， 今 回 多 大 の ご迷惑 を お か け し た み な さ ま に 大 学 と し て の 謝罪 の 気持 ち を 表す 基 金 設 立 の た
め の 募 金 方 法等 に つ い て検 討 し て い ま す。
こ の よ う な 本 学， 及 び 調 査 対 策 委員 会 の 方 針 と 立場 に 関 し て ， よ り 早 い 機会 に み な さ ま に お 伝 え す べ き で あ っ
た と い う ご批判 は 甘受 い た し ま す。 で す が極 め て 流動 的 状 況 の 中 で ， 審 査 の 日 程す ら が よ う や く 見定 め ら れ る 段
階 に な っ た と い う こ と も ご理解 い た だ き た い と 存 じ ま す。 調査対策 委 員 会 の 最終報告書 に よ っ て ， よ り 詳 し く 正
確 な 事 実 関 係 と 本 学 が こ の 間 取 っ て き た 対策 と が 明 ら か に な る と 思 い ま す。
ミ）［！）昌司
異動区分 発令年月 日 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容
採 用 13.  7. 1 大 路 貴久 講師 工学部（電気電子 シ ス テ ム 工学科電気 シス テム 工学）
II 片 山 進 技能補佐員 （学生部厚生課調理師）
昇 任 13.  7. 1 新里 泰孝 助教授 経済学部 （経済学科理論経済学） 教授 経済学部 （経済学科理論経済学）
II 荒井 誠一 総務部研究協力課研究協力 係主任 総務部研究協力諜専門職員
II 松木 吉彦 富 山工業高等専門学校会計課施設係 施設課電気係主任
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昇 任 ’E 林 英則 施設課電気係主任 核融合科学研究所管理部施設課設備第一係長
任用更新 13.  7 .23 岡 根 江見 技術補佐員 （経済学部） 任用 を更新する （～ 1 3. 7 .31)  
休 職 1 3 .  7. 1 松井 博 文 総務部企画室大学改革係主任 期 間更新 （～13. 9.30) 
辞 職 13.  7 . 1 7  永 森 良 夫 臨時用務員 （人文学部 ・ 理学部作業員） 辞 職
13.  7 .31  久湊 達二 臨時用務員 （学生部厚生課作業員） ” 
退 職 13 .  7. 1 片 山 進 技能補佐員 （学生部厚生課調理師） 平成13年 6 月 30 日 限 り 退職
13. 7 . 1 4  松井 輝代 臨時用務員 （教育学部炊婦） 平成13年 7 月 13 日 限 り 退職
II 堰免 芳子 臨時用務員 （教育学部炊婦） ” 
II 仲 谷 千 鶴 子 臨時用務員 （教育学部炊婦） 1’ 
II 藤井 香 臨時用務員 （教育学部炊婦） II 
育児休業 1 3. 7.  2 京極真 由 美 文部科学技官 （工学部） 育児休業 （～14. 4 .10) 
司司）��
富 山 大学入学 式 を 挙行
本 学 の 入学試験採点 ミ ス で ， 平 成 9 年 ～ 1 0年 度 に 誤 っ
て 不 合格 と さ れ た 人文学部 1 6 人 の 受 験 生 の う ち ， 今年度
前 期 か ら の 入 学 を 希望 し た 男 女 2 人 の 入学式が， 7 月 1 1
日 （水） に 本 学本部大会議室で行 わ れ ま し た 。
式 に は 入 学 生 2 名 と 小 津学長等 が 出 席 し ， 同 学長 は 挨
拶 の 中 で ， 「最 も あ っ て は な ら な い 致 命 的 な 不 祥 事 で ，
余 り に も 遅 き に 失 し た 入学 の 時 を 迎 え ら れ た こ と は ， た
だ ひ れ 伏 し て お 詫 び を 申 し 上 げ る ほ か は あ り ま せ ん 。 」
と 陳 謝 し ， 「不 当 に 失 わ れ た 時 を 少 し で も 早 く 取 り 戻 し ，
普 通 の 学 生 と し て 過 ご さ れ る 事 を 願 っ て い ま す。 J と 述
べ ら れ ま し た 。
入学者 2 名 は今年 4 月 か ら の 入 学 扱 い と な り ， 7 月 16
日 か ら 約 2 ヶ 月 間 の 特 別 講 義 を 受 け た 後， 後 期 が 始 ま る
1 0 月 9 日 か ら 他 の 学 生 と 同 様 に 講 義 を 受 け る 予定 で す 。
（歓迎 の 辞）
こ の 度 ， 本 学 の 人 文学部 に 御 入学 さ れ た皆様。
あ な た 方 は ， 本 来 な ら ば， 4 年 前 の 4 月 に ， あ る い は
3 年 前 の 4 月 に ， 晴 れ や か な 気持 ち で， 希望 を 胸 に 抱 い
て 本学 の 門 を く ぐ っ て お ら れ た 筈 で し た。 そ れ が ， 返す
返す も 無念 な こ と に は ， 合 否 判 定 の ミ ス と ， そ の 隠 蔽 と
い う ， 教育機 関 に と っ て は 最 も あ っ て は な ら な い 致命的
な 不 祥事 の た め に ， 長 き に わ た っ て ， 勉 学 の 機 会 を 奪わ
れ た ま ま 放置 さ れ， 本 日 よ う や く ， 余 り に も 遅 き に 失 し
た 入 学 の 時 を 迎 え ら れ ま し た 。
こ の 間 に あ な た 方 が失 っ た 時 間 の か け が え の な さ と ，
受 け た 痛 手 の 大 き さ を 思 う 時 私 ど も は た だひれ伏 し て
お 詫 び を 申 し 上 げ る ほ か は あ り ま せ ん 。
本 当 に 申 し 訳 あ り ま せ ん で し た 。
私 ど も は ， 事 件 に つ い て お 知 ら せ し て 以来， あ な た 方
を 含 め た 1 6 人 の 新 た な 合 格 者 の 方 々 に 対す る 心 か ら の 謝
罪， 原 因 の 徹 底 的 な 究 明 ， 責任者へ の 厳正 な 処 分， 再 発
防 止 の た め の 対 策 に 懸命 に 取 り 組 ん で参 り ま し た 。 そ し
て ， 事 件 の 衝撃か ら 本学 が よ う や く 立 ち 直 ろ う と し て い
る い ま ， 思 い も か けず， あ な た 方 を お 迎 え す る こ と が で
き た こ と は ， 私 ど も に と っ て ， ど れ ほ ど 大 き な救 い で あ
り ， 励 ま し で あ っ た か 分 か り ま せ ん 。
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も ち ろ ん ， あ な た 方 に と っ て こ の 選 択 は ， 苦 渋 に 満 ち
た も の で あ っ た 筈 です。 4 年 間 の ハ ン デ は 急 に 解消 で き
る も の で は あ り ま せ ん し 本 学へ の 不信 感 を 乗 り 越 え る
こ と も ， 容 易 な と と で は な か っ た と 思 い ま す。 し か し ，
そ れ だ け に ， あ な た 方 が あ ら ゆ る 困 難 を 覚悟 し て ， 本 学
へ の 入 学 を 決意 さ れ た ， そ の 勇 気 と ， 学ぶ こ と へ の 熱意
に 対 し て ， 私 ど も は深 い 敬意 と 感 謝 の 念 を 抱か ず に は お
ら れ ま せ ん 。
そ う し た ， あ な た 方 の お 気 持 ち に 応 え る た め に ， 私 ど
も は い ま 全 学 を 挙げ て ， あ な た 方 が 安心 し て 日 々 の 勉学
に い そ し む事 が で き る よ う な 環 境 を 整 え つ つ あ り ま す。
言 う ま で も な く ， そ れ は ， あ な た 方 を 他 の 学生 た ち と 区
別 し て ， 特別 に 扱 う た め で は あ り ま せ ん 。 そ う し た 扱 い
は ， 却 っ て あ な た 方 の 自 尊 心 を 深 く 傷 つ け る 事 に な る で
し ょ う 。 そ の 意味で， 私 ど も が衷心か ら 願 っ て い る の は，
あ な た 方が， 不 当 に 失 わ れ た 時 を 少 し で も 早 く 取 り 戻 し ，
あ く ま で も 「普通 の 学生j と し て， 心置き な く 日 々 の キ ャ
ン パ ス ラ イ フ を 過 ご し て 頂 け る よ う に な る こ と で す。 そ
の た め に 必 要 な 事 が ら に つ い て は ， 私 ど も が責 任 を も っ
て果た し 続 け て い く こ と を ， こ こ に お 誓 い 申 し 上げ ま す。
と こ ろ で ， あ な た 方 を 本学 の 学 生 と し て 迎 え 入 れ る に
あ た り ， 私 は こ こ で ， あ な た 方 が こ れ か ら 取 り 組 も う と
し て い る 学 問 に つ い て ， 少 し だ け触 れ て お き た い と 思 い
ま す。
そ の 場合， 今 回 の 事 件 を 引 き 起 こ し た 大 学 の 責任者 と
し て 言 え ば， 今 回 の 事 件 と は 無 関 係 に 学 問 の 話 だ け を 切
り 離 し て 述 べ る こ と も ， あ る い は逆 に ， 事件 と 学 問 の 話
を 安 易 に 結 び つ け て 論 じ る こ と も ， と も に 潔 し と し な い
も の が あ り ま す。 し か し ， 実 を 言 う と ， 私 自 身 は つ い 最
近 ま で 人 文学部 の 教師 を し て お り ま し た。 そ う い う 立 場
で， つ ま り 人文学部で人文科学 と 総称 さ れ る 学問 に 携 わ っ
て き た 一介 の 教師 と し て あ な た 方 の 前 に 立 っ た 時， 人 文
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系 の 学 問 を 学ぶ と い う こ と が ， あ な た 方 に と っ て ど う い
う 意 味 が あ る の か ， と い う こ と に つ い て ， 私 な り の 考 え
の 一 端 を 述 べ て お き た い の で す。
ま ず ， 大 学 を 志望す る 人 た ち の 多 く は ， 多分， 将 来 の
就 職 の こ と を 考 え て ， 自 分 の 行 き た い 学部 や 専 攻 分 野 を
決 め て い る はずです。 し か し ， そ れ な ら ば， こ の 厳 し い
就職難 の 時 代 に ， 就職 に は必ず し も 直 結 し な い 専攻 分 野
の 人 文学部 に ， 人 々 は なぜ， 何 を 求 め て や っ て く る の で
し ょ う か 。 そ の 動機 は 人 に よ っ て 様 々 で し ょ う が， そ こ
に は ， 安定 し た 職業 に つ い て 高 い 収 入 を 得 る こ と 以 上 に
人 々 を 引 き つ け る 何か が あ る か ら に 違 い あ り ま せ ん 。 そ
の 何 か と は 何 で あ る か と い う こ と も ， 人 に よ っ て 色 々 で
し ょ う が， お そ ら く ， 共 通 し て 言 え る の は ， 人文科学 と
い う も の が ， 自 分 を 含 め た 「 人 間 J そ の も の を 扱 う 学 問
で あ り ， 「人 間 と は ど う い う 生 き 物 な の か J 「 人 生 の 目 的
は 何 か 」 と い っ た ， 根源 的 な 問 い に 答 え て く れ る ， い わ
ば 「知 恵 の 宝庫J だか ら で は な い で し ょ う か 。
そ の 意味 で ， 人 生 の 最 も 大 切 な 時期 に ， ま さ に 不 条 理
と い う ほ か は な い 出 来 事 に 遭 遇 さ れ た あ な た 方 が ， ほ か
で も な い 人 文学部 を 志望 し て こ ら れ た と い う こ と の 中 に
は ， 何 か 偶 然 で な い も の が潜 ん で い る よ う に 思 え て な り
ま せ ん 。 も ち ろ ん， 私 ど も に ， 正 面切 っ て そ れ を 言 う 資
格 は あ り ま せ ん が ， 人 が 人 を 裏切 る こ と が あ っ て も ， 学
問 だ け は決 し て 人 を 裏切 る こ と は な い 。 永 年， 人文科学
と 付 き 合 っ て き た 一 人 の 老 い た 学究 と し て ， そ の こ と だ
け を ， 是 非 お 伝 え し て お き た い と 思 い ま す。
こ れ か ら の あ な た 方 の 学 園 生活 が ， 実 り 豊 か な も の と
な る こ と を 心 か ら 願 っ て 私 の 挨拶 と い た し ま す。 ど う
か 頑 張 っ て 下 さ い 。
平成 1 3年 7 月 1 1 日
富 山 大学長 小 津 浩
平成13年8月 品主，，ザL 報 第439号
総合研究棟起 工 式 を 実施
旧 文 部 省 の 文 教 施 設 部 が 調 査研究 と し て 行 っ た ， 「今
後 の 国 立 大学施 設 の 整備充実 に 関 す る 調査 協 力 者 会議j
の 「学部， 学科， 研究科な ど個別組織単位 の 施 設 で な く
全 学 共 通 の 施 設 と し て 整備 し て い く 必 要 が あ る 。 」 の 提
言 に 基 づ く 具現化 の ひ と つ で あ る 本 学総合研究 棟 の 起工
式 が ， 6 月 1 1 日 （ 月 ） に 阿 部理学部長， 施 設 課 長 及 び 工 事
関 係 者 等 が 出 席 し て 実施 さ れ ま し た 。 こ れ は ， 複 数 の 学
部 ・ 学科が 密 接 な 機能的連携 の 共 有 ・ 融 合 に 止 ま ら ず，
競争的研究経 費 を 獲得 し た研究者が評価 に 基 づ き 使 用 す
る こ と がで き ， 将 来 の 教育 ・ 研 究 の 変化 に対応す る た め ，
間仕切 り の な い大 空 間 と し た流動的ス ペ ー ス （オー プ ン ・
ラ ボ） で構成 さ れ， サ テ ラ イ ト ・ ベ ン チ ャ ー ・ ビ ジ ネ ス ・
ラ ボ ラ ト リ ー （起業家育成 の 施設 と し て， 幅広 く 産， 官，
学， 合 同 研究 の 部屋 と し て 利 用 さ れ る も の ） と の 合築 に
よ る 複 合 施 設 で す 。 ま た ， 既存施設 （理学部） を 再 生 す
る た め の 改修工事 を 行 う 際 の 受 け皿 と な る 施 設で も あ り ，
本学施設再生 の 軸 と な る 施設 し て期 待 さ れ て い ま す 。
建 物 は 7 階 建 で ， 延 床 面 積 は 約 6,480ぱ 。 完 成 は 平 成
14年 3 月 末 の 予 定 で す。
ム 玉 串 を 奉 上 す る 阿部理学部長
高等 学校の 進路指導担 当 教諭 と の 懇談会 を 開催
「 平 成 1 3 年 度 高 等学校 と 富 山 大 学 と の 入学試験 に 関 す
る 懇 談会J が 7 月 19 日 （木） に 本学黒 田 講堂 に お い て 開
催 さ れ ま し た 。
こ の 懇 談 会 は ， 本 学 の 入 試 内 容 や 教 育 内 容 等 に つ い て
理解 を 得 る こ と を 目 的 と し て 毎 年 開 催 さ れて い る も の で，
今 回 は ， 富 山 県 の ほ か 石 川 ， 福 井 及 び新潟県 の 高 等学校
進路指導担 当 教諭 約80名 と ， 小津学長 を は じ め ， 鈴 木 副
学長， 各学部入試関 係 委 員 な ど 本 学 関 係 者 1 6名 が 出 席 し
ま し た 。
懇談会 に 先 立 ち ， 小津学長か ら ， 今 回 の 本学 人 文 部 に
お け る 合 否 判 定 過 誤 と そ の 後 の 対 応 の 誤 り に つ い て ， 謝
罪及び経過説明 が あ り ま し た。
懇 談 会 で は ， 本 学 か ら 平 成 1 4 年 度 富 山 大学入学試験の
概 要 や 各学部 （学科 ・ 課程） の 特 色 な ど に つ い て 説 明 の
後 ， 高等学校側か ら 本学 に 対す る 質 問 ・ 要望等が寄せ ら
れ る な ど 活 発 な 意見 交 換 が 行 わ れ ， 充実 し た 懇談会 と な
り ま し た 。
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五福 キ ャ ンパス の校内 一斉清掃 を 実施
本 学 で は ， 「教育研究 の 場 に ふ さ わ し い 学 閥 環 境 の 維
持」 を 目 的 に ， 毎 年 五福 キ ャ ン パ ス の 一斉 清 掃 を 年 2 回
実 施 し て お り ， そ の 第 1 回 目 の 清 掃が 7 月 1 7 日 （火） の
午後 3 時か ら 約 1 時 間 に わ た り 実施 さ れ ま し た 。
当 日 は 猛 暑 の 中 に も か か わ ら ず， 教 職 員 2 5 1 名 ， 学 生
1 5 8 名 ， 言十409名 が参加 し ， キ ャ ン パ ス 内 に 捨て ら れ た 空
缶 ・ 吸殻等ゴ ミ の 収 集 と 溝 の清掃， 除草等 の 作業 を 行 い ，
キ ャ ン パ ス の 環境美化 に 貢 献 し ま し た 。
就職ガ イ ダ ン ス と 企業合同説明会 を 開 催
本学では毎年， 3 年生 と 4 年生の就職活動 の 支 援 を 行 っ
て い ま す。
7 月 25 日 （木） に 3 年 生 を 対 象 と し た ガ イ ダ ン ス が就
職 情 報 関 係 会 社か ら 講 師 を 招 鴨 し て 開 催 さ れ ま し た 。 こ
れ は ， 各学生 に 今年 の 就 職 活 動 の 現 状 と 今後 の 就 職 活 動
に 関 す る 情報 を 伝 え る と と も に ， 明 年 度 の 就職 に 備 え ，
有 意 義 な 夏休み を 過 ご し て も ら う こ と を 目 標 と し た も の
です。
講演会 で は講 師 か ら 昨 今 の 厳 し い 雇 用 環境状況 に つ い
て の 説 明 や 今後 の 就職 活 動 の 進 め 方 と し て ， ① 自 分 を 知
る ②社会 （業 界 ・ 企 業） を 知 る ③ 自 己表 現 を す る 等 が 重
要 で あ る と の ア ド バ イ ス が あ り ， 参 加 し た 約 200 人 の 学
生 は メ モ を 取 る な ど し て 真 剣 に 聴 き 入 っ て い ま し た。
ま た ， 7 月 27 日 （金） に 4 年 生 を 対象 と し た 企 業 合 同
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説 明 会 が 富 山 県 内 か ら 約30社が参加 し て ， 本学学生会館
で 開 催 さ れ， 背広や ス ー ツ 姿， あ る い は 白 衣 な ど の 普段
着 の 学 生 が 多 数 参加 し て ， 各 企 業 か ら 採用 情報 な ど の 説
明 を 受 け て い ま し た。
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学校図書館司 書教諭講習会が実施 さ れ る
平 成 1 3年度学校 図書館 司書教諭講習が， 7 月 30 日 （月 ）
か ら 8 月 9 日 （木） ま で 黒 田 講堂会議室 を 主 会場 と し て
実 施 さ れ ま し た 。
こ の 講 習 は ， 学校 図 書館 の 専 門 的職務 に 携 わ る 司 書 教
諭 を 養成す る た め ， 文部科学大 臣 の 委 嘱 を 受 け 毎年実施
さ れ て い る も の で ， 本 学 は 平成 5 年度 か ら 担 当 し ， 今 回
で 9 回 目 を 数 え ま す。
本 年 度 は 1 07 人 の 参加 が あ り そ の 内 訳 は 現 職 教 諭83
人 ， 学 生 （ 3 年次 以 上） 1 7人 ， そ の 他 7 人 で し た 。
参 加 者 は ， 猛暑 に も か か わ ら ず， 学校 図 書 館 司 書教諭
の 資 格 取得 に 向 け て ， 熱 心 に 受講 し て い ま し た 。
な お ， 講 義 の 内 容 等 は ， 次 の と お り で す 。
�竺 9 10 
7 月 3 0 日 （ 月 ） ＜ 受 付 ＞
1 1  
学校経営 と
7 月 3 1 日 （火） 8 : 3 0 ～ 8  : 4 5 
学 校 図 書 館
8 月 1 日 （水） ＜ 連絡事項＞
8 月 2 日 （木） 8 : 4 5 ～ 9  : 0 0 学外施設見学
8 月 6 日 （ 月 ） ＜ 受 付 ＞
8 月 7 日 （火） 8 : 3 0 ～ 8  : 4 5 学校 図 書館
8 月 8 日 （水） く連絡事項＞ メ デ ィ ア の構成
8 月 9 日 （木） 8 : 4 5 ～ 9  : 0 0 
12 13 14 15 16 17 講 宮市
昼
学校経営 と 富 山短期大学
休
学校 図 書館 非常勤講師 村 上 和 子
み
昼
学校 図 書館 東京学芸大学
休
メ デ ィ ア の構成 教 授 高 鷲 忠 美
み
＠ ® ＠ ゅ a
渡航の種類 所 属 職 氏 名 渡航先国 目 的 期 問
日 韓共 同 理工系学部留学生 の受入 13. 7 . 1 0  外 国 出 張 工 学 部 講 師 宮 武 滝 太 韓 国
に 関 し て学生に大学説明を行 う 。 13 .  7 . 1 2  
7th ISTESC に お い て 研 究 発 表 及 13 .  7 . 1 1  
工 学 部 教 授 竹 越 栄 俊 韓 国 び討論 13 .  7 . 1 4  
ロ シ ア ・ ア ム ール川源
息
流域にお
査
け 13 .  7 . 1 2  
理 学 部 助 手 山 崎 裕 治 ロ 〉／ ア る ヤ ツ メ ウ ナギ類の生 環境調
の打合せ 13. 8 .  4 
ク ン ト ゥ ル ・ ワ シ遺跡の 出土遺物 13 .  7 . 1 5  
理 学 部 教 授 清 水 正 明 ペ ル
の科学分析 13 .  8 .  4 
1 3 .  7 . 16  
理 学 部 助教授 藤 浩 明 ア メ リ カ 合 衆 国 長期海底電磁気観測設置及び観測
13 .  8.30 
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工 学 部 講 師 角 畠 浩 連 ムl:l、 王 国 Euro Conference NEEDS 2001 に出席， 研究発表
7th World Conference on Com-
教育学部 教 授 山 西 潤 ー フー ン マ ク puter in Education 傍 7 回コ ンビュータ の教育
表
利用世界会議） に 出席
研究発
海 外 研 修 理 学 部 教 授 鳴 橋 直 弘 連 A 口 王 国 第 8 回国際キイ チ ゴ属 ・ ス グ リ 属プ レ シ ンポ ジ ウ ム に 出席， 発表
理 学 部 教 授 山 田 恭 司 ア メ リ カ 合 衆 国
北米ア パ ラ チ ア 山 脈に分布す る 寄
生植物 の調査 ・ 研究
工 学 部 教 授 羽多野 正 俊 イ タ リ ア 国 際会議AIM’01 に 出席， 発表
200 1 年低温工学会議及び低温材料
工 学 部 教 授 本フk木 克 徳 ア メ リ カ 合 衆 国 学会 （CEC/ICMC2001） に 出 席
研究発表
理 学 部 助 手 横 山 初 ぷ口晶、 湾 OMCOS-1 1 に 出席 ・ 発表
教育学部 助 教授 堀 田 朋 基 ド イ ツ
第 6 回 ヨ ー ロ ッ パス ポー ツ科学学
会 に 出席， 発表
ミ』 司
山 西教授が北陸テ レ コ ム 懇談会会長表彰 を 受 賞
7 月 24 日 （火） ， 山 西 潤 一 教 育 学 部 教 授 （ 情 報 処 理
セ ン タ ー 長） が 豊 富 な 知 識 と 経験 に 基 づ き ， 北 陸経済連
合 会 の 基 盤 整備 専 門 委 員 会 の 主査 と し て ， 「 北 陸 に お け
る 次 世代情報 ネ ッ ト ワ ー ク の 活 用 に つ い て」 の 報告 書 作
成 や ， 提 言 に 尽 力 す る と と も に ， 学 会 や 講 演 会等 を 通 し
て 次 世 代 情 報 教 育 の あ り 方 な ど の 情報教 育 の 啓 発 ・ 普 及
活 動 面 に お い て 指 導 的 役 割 を 果 た し ， 北 陸 地 域 の 情報化
に 寄与 し た と し て 北 陸 テ レ コ ム 懇 談会会長 よ り 表彰 さ れ
ま し た 。 山 西教 授 は 教育学部情報教育課程教育情報 シ ス
テ ム 専攻所属。 専 門 は 教 育 工学。
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13 .  7.23 
13. 8. 1 
13 .  7 .. 28 
13 .  8. 4 
13 .  7. 2 
13.  7 . 16  
13 .  7 .  4 
13 .  9 . 12  
1 3 .  7 .  5 
13 .  7 . 18  
13 .  7 . 16  
13 .  7.23 
13 .  7 .21  
1 3. 7 .26 
1 3. 7.22 
13. 7.28 
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ミ』ミ』己記』
7 月 2 日 事 務 局 連絡会
3 日 運 営 会 議
入学試験実施委員会
4 日 産 業 雇 用 連 絡協議会 （於 ： ボ ル フ ア ー ト ト ヤ
マ ）
水 質 保 全 セ ン タ ー 運営 委 員 会
1 0 日 教養教育運営協議会
教養教育検討特別委員会
大学入試セ ン タ ー 試験 富 山 県 地 区連絡会議
保健管理セ ン タ ー 運 営 委 員 会
入学試験実施委員会
1 1 日 総合研究棟 起 工 式
入学式
1 6 日 事 務 局 連 絡 会
Campus News 編集委員会
学 生 生活委員会
16～ 1 8 日 厚 生 補 導研究協議会 （於 ： 国 立 オ リ ン ピ ッ ク
記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー）
1 7 日 部 局 長 会 議
情 報 処 理 セ ン タ ー 運 営 委 員 会
校 内 一 斉 清 掃
1 9 日 自 己点検評価委員会
高 等 学校 と 本 学 と の 入学試験 に 関す る 懇談会
23 日 事 務 局連絡会
低温液化室運営委員会
24 日 入学試験実施委員会
事務協議会
機器分析セ ン タ ー 運 営委員会
運営会議
25 日 留 学 生 セ ン タ ー 運営委員会
就職講演会
25～26 日 全 国 大学保健管理協会東海 ・ 北 陸 地 方 部会研
究 集 会 （於 ： 高志会館）
26 日 S C  S 事業実施委員会
27 日 部局長会議
大学院委員 会
評議会
就 職 に 関 す る 企業 （合 同 ） 説 明 会
授 業料債権管理 シ ス テ ム 説 明 会
30 日 事 務 局 連 絡会
国立大学の設置 形態 に 関す る 検討特別委員会 ・
富 山 大 学 の 在 り 方 に 関 す る 検 討 特 別 委 員 会 の
合 同 委 員 会
運 営 諮 問 会議委員選考委員会
｜ 人 文 学 部 ｜
7 月 3 日 学部入学試験委員会
4 日 教授会 （臨時）
学部教務委員会
9 日 学部予算委員会
教授会 （臨時）
1 1 日 教授会
学 部 学 生 生 活 ・ 就職指導委員会
学部入学試験委員会
1 2 日 学部予算委員会 （持 ち 回 り ）
1 7 日 校 内 一 斉 清掃
1 8 日 教授会
19 日 学部入学試験委員会
23 日 教授会 （臨時）
学 部 国 際 交 流 委 員 会 （持ち 回 り ）
25 日 教授会
｜ 教 育 学 部 ｜
7 月 4 日 学部入学試験委員会
附属教育実践総合セ ン タ ー 運営 委 員 会
附属養護学校 学校説明 会 （中学部 ・ 高等部）
5 日 附 属 養 護 学校 学校説 明 会 （小学部）
6 日 教育学部及 び附属学校 園 共 同 研究 プ ロ ジ ェ ク
ト 運営 委 員 会
1 0 日 附属養護学校避難訓練
1 1 日 研究科小委員会
研究科委員会
教授会
人 事 教 授 会
1 7 日 学部一斉清掃
附 属 幼 稚 園 第 1 学期終業式
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1 8 日 「総合 的 な 学 習 の 時 間 」 に 関す る 教育 運 営 協
き An主鎗 ヨ＝
学部入学試験委員会
学部学 生 生活 委 員 会
附属 小学校第 1 学期 終 業 式
1 9 日 附 属 中 学校 及び附属養護学校第 1 学期終業式
2 5 日 教授会 （臨時）
学部配分比率評価委員会
安 全 管理 に 関す る 学生 へ の 説 明 会
教 育 職 員 免 許状取得 に 関す る 説 明 会
26 日 学 部 図 書 委 員 会
27 日 学部入学試験委員会
｜ 経 済 学 部 ｜
7 月 2 日 学 部 国 際 交 流 委 員 会 （持 ち 回 り ）
3 日 研究科委 員 会 小 委員 会
4 日 学部総務委 員 会
学部教務委員会
6 日 人 事 基 本 問 題 検 討委 員 会
1 0 日 将来構想等検討委員会
学部入学試験委員会
1 1 白 人事教授会
研究科委員会
教授会
1 7 日 校 内 一斉 清 掃
25 日 学部教務委員会
26 日 学部入学試験委員会
情報処理委 員 会 （持 ち 回 り ）
図 書 等 委 員 会 （持 ち 回 り ）
27 日 財務委員会
30 日 就職ガイ ダ ン ス
30 日 ～ 8 月 1 日
外 国 人 留 学 生 実 地見学旅行
学
7 月 4 日 理学部将来 計 画 策 定 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会 議
学科長会議
1 0 日 学部予算委員会
理学部将来 計画策定 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会 議
1 1 日 第 3 学年次編入学者選抜試験
総合研究棟安全祈願式
大 学 院 理 工 学研究科博士後期課程部会
-34 一
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1 2 日 学部入試委員会
1 3 日 学部教務委 員 会
第439号
1 7 日 理学部将来 計 画 策 定 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議
校 内一 斉 清 掃
1 8 日 大 学 院 理 工学研究科博士前期課程 理学部会
教授会
人事教授会
23 日 出 前 講 義 （富 山 県 立 小 矢 部 園 芸 高 等学校）
" （富 山 県 立 福 野 高 等 学校）
24 日 理学部将来計画策 定 ワ ー キ ン グ グ ル ー プ会議
28 日 夢 ・ 化学 一 2 1 （主対象 ： 高校 生 ）
学
7 月 4 日 工学部編 入学試験 （学力 検 査 に よ る 選抜）
5 日 学部運営委員会
9 日 入学試験検 討 委 員 会
1 0 日 学部教務委員会
1 1 日 教授会
専任教授会
理 工 学研究科 博 士 前 期 課 程 工学部会
工学研究科博士後期課程委員会
理 工学研究科博士後期課程部会
理 工学研究科博士後期課程部会 （工学系）
工学部編入学試験 （学 力 検 査 に よ る 選抜 ） 合
格 発 表
1 2 日 学部 自 己点検評価委員会
1 6 日 外 国 人 留学 生 委 員 会
学部学生 生 活 委 員 会
1 7 日 臨時教授会
校 内一 斉 清 掃
1 8 日 紀要委員会
23 日 学部 自 己点検評価委員会
24 日 学部教務委 員 会
25 日 学 部将来計画委員会
｜ 附 属 図 書 館 l
7 月 9 日 ～ 1 3 日
中 学 生 の体験学習 「 1 4 歳 の 挑戦」 指 導 ボ ラ ン
テ ィ ア
1 8 日 校 内 一斉清掃
25 日 附 属 図 書館運営委員会
平成13年8月 学
｜ 地域協同研究センタ ー ｜
7 月 4 日 講演会
演題 ： 特許の取得 と 権利 に つ い て （第 2 回 目 ）
講 師 ： 扇谷 高 男 （特許庁審判部主席審査官）
1 8 日 運 営 委 員 会
27 日 運 営 委 員 会 （持 ち 回 り ）
報 第439号
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